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２
０
１
２
年
度
の
大
阪
国
際
大
学
と
短
期

大
学
部
の
入
学
宣
誓
式
が
４
月
２
日
午
後
１

時
半
か
ら
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
国
際
会
議

場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
昨
年
に

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
１
号
館
校
舎
の

建
替
え
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
号

館
は
、
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
に
建
築
さ

れ
た
も
の
で
、
築
50
年
を
迎
え
老
朽
化
が
著

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
既
に
校
舎
の
東

半
分
は
６
号
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

る
が
、
今
回
は
懸
案
で
あ
っ
た
西
半
分
を
解

体
、
新
1
号
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
。
大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学
部
の
新
し

い
“
顔
”
と
し
て
、
学
園
の
建
学
の
精
神
で

続
く
同
会
議
場
を
使
用
し
て
の
開
催
で
、

新
入
生
と
保
護
者
約
２
千
人
が
新
た
な
ス

タ
ー
ト
に
臨
ん
だ
。
新
入
生
は
大
学
院
13

人
、
大
学
７
０
２
人
、
短
期
大
学
部
３
０

１
人
と
留
学
生
別
科

14
人
の
計
１
０
３
０

人
。
外
は
少
し
肌
寒

さ
が
あ
っ
た
も
の

の
快
晴
で
、
ロ
ビ
ー

に
は
、
海
外
協
定
校

が
あ
る
13
カ
国
の
国

旗
と
日
の
丸
が
掲
げ

ら
れ
、
国
際
大
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
出
し

て
い
た
。

　

日
の
丸
と
Ｏ
Ｉ
Ｕ

の
学
園
旗
が
飾
ら
れ

た
ス
テ
ー
ジ
に
は
大

学
、
短
大
の
教
職
員

と
学
園
の
役
員
ら
来

賓
が
並
び
、「
君
が

代
」
斉
唱
で
式
が
始

ま
っ
た
。

　

各
学
部
と
短
大
、

大
学
院
、
留
学
生
別

科
の
代
表
７
人
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
新
入
生
全
員
を

代
表
し
て
現
代
社
会

学
部
の
髙
宮
未
來
哉

さ
ん
が
「
グ
ロ
ー
バ

あ
る
「
全
人
教
育
」
を
実
践
し
、
ま
た
「
国

際
」
を
冠
し
た
大
学
・
短
期
大
学
に
相
応
し

い
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
校
舎
の
完
成
を
２
０

１
４
年
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

構
想
で
は
、
新
１
号
館
は
地
上
６
階
、
地

下
１
階
で
、
延
床
面
積
も
約
１
万
㎡
、
現
在

の
１
号
館
の
約
２
倍
と
な
り
、
学
生
の
教
育

環
境
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
向
上
を
図

る
。
完
成
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
日
影
規
制

の
関
係
も
あ
っ
て
６
号
館
を
東
西
に
延
伸
し

ル
マ
イ
ン
ド
の
精
神
に
鑑
み
、
世
界
の
平
和

と
人
類
の
幸
せ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
る
」
と
宣
誓
し
た
。
４
月
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
北
川
俊
光
学
長
は
、
富
士
山
の
裾
野

の
広
さ
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、「
４
年
間
で

専
門
知
識
や
教
養
を
深
め
、
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
、
問
題
を
解
決
す
る
力
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
奥
田
吾
朗
理
事
長
は
、

こ
れ
か
ら
は
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
、「
頭
と
身

体
を
働
か
せ
て
、
国
際
人
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
大
学
、
短
大
と
大
和
田

中
・
高
校
、
滝
井
高
校
合
同
の
吹
奏
楽
メ
ン

バ
ー
が
朝
倉
洋
短
期
大
学
部
長
の
指
揮
で

堀
田
庸
元
作
曲
の
「
ラ
イ
ヴ
リ
ー　

ア
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
」
他
を
演
奏
、
門
出
を
祝
っ
た
。

　

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
学
友
会
長
の
茂
木
勇

太
さ
ん
（
現
代
社
会
学
部
）
と
守
口
キ
ャ
ン

パ
ス
学
友
会
長
の
橋
川
寛
之
さ
ん
（
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
）
が
、
ク
ラ
ブ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
い
活
躍
の
場

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
、
新
入
生
の
参
加
を
歓

迎
し
た
。
卒
業
生
で
ビ
ジ
ョ
ン
メ
ガ
ネ
社
長

の
安
東
晃
一
さ
ん
と
大
阪
市
立
大
和
川
中
学

校
教
諭
の
若
松
佑
輔
さ
ん
が
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
激
励
。
提
携
校
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
工
科
大
学
長
Ｋ
ａ
ｙ　

Ｇ
ｉ

ｌ
ｅ
ｓ
さ
ん
の
祝
辞
が
国
際
色
を
描
き
出
し

た
。
こ
の
あ
と
、
学
歌
「
新
鮮
な
旅
人
」
と

キ
ャ
ン
パ
ス
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
夢
が
咲
く

木
」
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
映
像
が
流

れ
る
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

た
建
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
豊
か
な
緑

や
レ
ン
ガ
色
の
タ
イ
ル
壁
な
ど
、
学
園
の
伝

統
を
継
承
す
る
環
境
や
イ
メ
ー
ジ
は
保
つ
。

な
お
、
校
舎
の
内
容
と
利
用
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
発
足
し
た
「
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
新
１

号
館
建
設
委
員
会
（
委
員
長
＝
朝
日
嗣
雄
理

事
・
経
営
企
画
室
長
）」
に
お
い
て
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
、
現
１
号
館
取
壊
し
に
向
け
準
備
を

進
め
、
本
館
、
２
号
館
、
５
号
館
、
６
号
館

等
に
、
現
１
号
館
に
あ
る
教
室
や
教
員
の
研

究
室
等
を
移
設
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
に

通
学
す
る
学
生
や
隣
接
す
る
幼
稚
園
の
園
児

ら
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
住
民
の
皆

様
の
安
全
面
に
関
し
て
は
最
大
限
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
。

（
学
園
経
営
企
画
室  

課
長  

生
山  

隆
浩
）

　
「
早
ま
ら
な
い
で
」
と
い
う
見

出
し
で
、
昨
年
の
自
殺
者
が
14
年

続
け
て
３
万
人
を
超
え
た
、
と
い

う
記
事
が
新
聞
に
出
て
い
た
。

　

３
万
と
い
う
数
字
が
ど
れ
ほ
ど

多
い
か
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
ど

ん
な
思
い
で
、
命
を
絶
っ
た
の
か

つ
か
め
な
い
が
、
そ
の
重
さ
は
、

ず
っ
し
り
と
の
し
か
か
っ
て
く

る
。
残
念
な
が
ら
、
本
学
園
で
も

そ
の
犠
牲
者
は
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
命
を
落
と

し
た
人
と
行
方
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
１
年
が
経
っ
た
時
点
で
、
１

万
９
１
３
１
人
と
い
う
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
人
生
を
考
え
る
と
、
そ

の
無
念
さ
は
図
り
知
れ
な
い
。

　

命
が
尊
い
の
は
、
そ
れ
が
、
大

自
然
か
ら
の
贈
り
も
の
だ
か
ら
だ

と
、
生
命
科
学
者
の
村
上
和
雄
さ

ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私

た
ち
は
、
命
を
与
え
ら
れ
、
生
か

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
命
を
大
切
に

し
た
い
。
私
の
命
、
そ
し
て
、
草

木
を
含
め
た
す
べ
て
の
命
を
。

　

日
々
の
出
来
事
で
、
ど
ん
な
に

辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
震
災
の
犠
牲
者
の
無
念
さ

を
思
え
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
命

が
あ
れ
ば
、い
く
ら
で
も
が
ん
ば
っ

て
い
け
る
。
そ
れ
が
、
生
か
さ
れ

て
い
る
人
間
の
義
務
で
あ
り
、
礼

節
だ
ろ
う
。
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、
み
ん
な
、
が
ん
ば

ろ
う
よ
。

い
の
ち
の
重
み

大
阪
国
際
学
園
　
　

理
事
長
　
奥
田
吾
朗

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
２面　国際交流
３面　地域連携
4面　活躍名鑑
５面　教学ニュース
６面　入試トピックス
７面　就職トピックス

 7面　「卒業生たちはいま」
 日本マイクロソフトで
 技術サポートに携わる
 若狭 充さん

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

新
１
号
館
建
設
へ

2011年度末で体調不良により
辞任した倉田三郎学長の後任

として、大学・短大学長補佐を務めてきた北
川俊光教授（73）が理事会で選任された。任
期は‘12年4月から4年。
（略歴）
九州大学法学部卒、ハーバード大学大学院ロースクール修了。
東芝、九州大学教授、関西大学教授等を歴任。関西大学名誉教授。
弁護士。‘02年大阪国際学園評議員、‘09年大学・短大学長補
佐、大学院総合社会科学研究科教授、学園コンプライアンス室長。

2011年度末で任期満了により
退任した河合章校長の後任と

して、江口宗茂氏（52）が理事会で選任された。
任期は‘12年４月から2年。
（略歴）
立命館大学文学部卒。関西芸術座、株式会社ウィルウェイを
経て株式会社スクール・パートナーズを設立。教育評論家。

大阪国際大学・短期大学部
学長に北川教授

大阪国際大和田中・高校
校長に江口氏

完成イメージ

快
晴
の
下
、大
阪
国
際
会
議
場
で
入
学
宣
誓
式

大
阪
国
際
大
学・短
期
大
学
部
入
学
式

大阪国際学園は、建学の精神である「全人教育」を基礎として、礼節を重んじ、世界に通じる心豊かな人間を育成します。

巻 頭 企 画

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

GLOBAL VISION

新入生を激励する北川学長（4月2日、大阪国際会議場）
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貴
重
な
体
験
、
実
り
あ
る
成
果

オーストラリア研修から帰国
スポーツ行動学科の７人

　

３
月
１５
日
～
２２
日
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
た

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
研

修
よ
り
、７
人
の
学
生
が
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
学
年
の
早
い
う
ち
に

海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
事
情
、
文
化
に
触
れ

あ
い
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
法
な
ど
を
研

究
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
学
業
や
就

職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
習
先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
・
ス
ポ
ー

ツ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
幅
広

く
利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー
、
ア

ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
ス
タ
ジ

ア
ム
な
ど
多
用
途
に
利
用
で
き
る
施

設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
中
は
セ
ン
タ
ー
内
の
宿
泊

施
設
に
寝
泊
ま
り
し
、
午
前
中
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

コ
ー
ス
、
午
後
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
内

の
様
々
な
施
設
を
利
用
し
て
の
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
の
チ
ュ
ー

タ
ー
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
英

語
漬
け
＋
ス
ポ
ー
ツ
三
昧
の
研
修
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

　

教
授　

德
原　

康
彦)

ら
大
人
ま
で
沢
山
の
人
と
交
流
が
で

き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大

切
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
世
界
に
目
を

向
け
て
沢
山
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

(

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

３
年
次
生　

南
條　

早
紀)

指
導
方
法
や
技
術
を
習
得

参
加
者
の
声 

様
々
な
施
設
利
用
し

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
研
修
に参

加
し
て

　

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
ヨ
ガ
や
ピ
ラ

テ
ィ
ス
な
ど
様
々
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
体
験
し
、
空
い
た
時
間
に
は
ジ
ム

や
プ
ー
ル
で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

日
本
と
は
違
っ
た
ハ
ー
ド
な
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
技

術
を
学
ん
だ
こ
と
を
は
じ
め
と
し

て
、
日
本
で
は
味
わ
え
な
い
空
間
と

習
慣
、
現
地
の
人
の
優
し
さ
や
親
切

さ
を
ま
さ
に
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
訳
の
人
も
付
い
て
い
た

の
で
、
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、

興
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
週
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
当
初
の
予
定
よ
り
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
体
験
で
き
た
こ
と
や
、
子
供
か

ハ
ー
ド
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
研
修
の
合
い
間

に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
も
…

手
前
左
か
ら
２
人
目
が
南
條
さ
ん

①今学期に国内旅行業務取扱管理者
の試験を受けたいので、日本の地理、観光法規について
学びたい　②ガイドになりたいです。台湾や中国から来
る人たちに日本のよい所を紹介したい　③旅行が好き
で、特に風景のいい所や歴史がある所に興味があります

国際コミュニケーション学部国際コミュ
ニケーション学科2年次生（台湾）
李 如雅
（リ ユヤ）

①日本人の精神を学びたい。ビジネス
マンとして日本で働いてみたい。また日本一周の旅をした
い　③旅行、スポーツ　④アクティブな人と言われます。
友達を作ることが大好きで、いろいろな人と友達になりた
いと思っています。皆さん、友達になりましょう

国際コミュニケーション学部国際コミュ
ニケーション学科3年次生（ベトナム）
Ly An Sang
（リ アン サーン）

①せっかく日本にきたので、日
本語だけでなく日本でしか感じられない日本の
文化を学びたい　②日本の大学院に進学し、日
本の歴史や文化について研究したい　③一人で
時間を過ごすのが好きで、日頃は家でジグソー
パズルをしたり、本を読んだりしています

枚方留学生別科（韓国）
韓 セミ
（カン セミ）

国際大では、さまざまな国の留学生が学
び、在学生たちにとっても異文化を学ぶ
いい機会となっています。卒業後は、国
際大で学んだグローバルマインドを糧
に、母国と日本の架け橋となって活躍し
てくれることでしょう。そんな留学生た
ちの中から今号では7人を紹介します。
（コメント　①日本で学びたいこと、やっ
てみたいこと　②将来の夢や目標　③趣
味・特技　④自己ＰＲやひとこと）

①日本語をレベルアップしたいし、日本の文
化と社会をもっと知りたい　②大学の先生になりたい。そして自分の
パンクバンドも続けたい　③パンクミュージックとアニメが大好き。
料理と英会話が得意です　④留学生活は時々つらいけど、楽しいこと
もいっぱいあります。ここにいる時間をもっと大切にしたい

現代社会学部情報デザイン学科
4年次生（中国）
曹 臻
（ソウ シン）

①敗戦した日本が経済復興し世界的話題国
になった、その精神を身につけたい。日本料理を勉強したい。料理
は国際交流には一番短い道だから　②国際関連で周りから認められ
る経営者になりたい　③趣味は写真撮影　④寂しさもありますが、
言葉の壁を超えて積極的に周りの人と交流するようにしています

ビジネス学部経済ファイナンス
学科4年次生（ベトナム）
DO THI THUY TIEN

（ドーティ トゥイティーン）

①世界の経済学について学び
たい　②まだ決めていません　③買い物、 サッ
カー、 テレビゲーム　④みんなでがんばりま
しょう！

ビジネス学部経済ファイナンス
学科3年次生（サウジアラビア）
BAKER, YASER ABDULLAH M
（ベーカー ヤセー アブドゥラ M） 大学留学生紹介

本学への留学生たち

①いろんな所へ行きいろんな経
験をして友達をいっぱい作りた

い　②日本語の本をトルコ語に翻訳できたら…　③
映画、読書（最近は日本のも）　④最初は苦労しまし
たが、日本食にだいぶ慣れてとてもおいしいと思いま
す。食べたことがない料理を食べることが大好きです

守口留学生別科（トルコ）
BURCU TEKIN
（ブルジュ・テキン）

大林大学校
韓 国

22
人
が
来
阪
、
日
本
語
研
修

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス 

草
の
根
交
流
育
む

　

韓
国
の
大
林
大
学
校
は
、
世
界
的

な
オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

D
aelim

 M
otor

傘
下
の
教
育
財
団

が
運
営
す
る
４
年
制
大
学
と
短
期
大

学
で
あ
る
。
機
械
系
、
ホ
テ
ル
経

営
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
系
の
学
科

が
あ
り
学
生
数
は
約
５
０
０
０
人
。

全
学
科
で
外
国
語
授
業
を
重
視
し
て

お
り
、
今
回
、
学
生
22
人
が
選
抜
さ

れ
て
、
１
月
９
日
か
ら
２
月
３
日
ま

で
の
４
週
間
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で

日
本
語
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

　

彼
ら
は
日
本
語
授
業
だ
け
で
な

く
、
京
都
や
大
阪
城
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
、
本
学
学
生
と

の
日
本
語
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
時
間
、
さ
ら
に
お
好
み
焼
き

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
、

そ
し
て
関
西
を
体
験
し
た
。
仲
良
く

な
っ
た
本
学
学
生
の
中
に
は
、
週
末

一
緒
に
出
か
け
た
り
、
誕
生
日
パ
ー

テ
ィ
ー
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
民
族
を
越
え
た
友
情
を
育
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
団
の
受
入
に
よ

り
、
若
者
達
が
一
人
ひ
と
り
お
互
い

の
顔
を
合
わ
せ
て
身
近
に
付
き
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
草
の
根
交
流
が
グ

ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
く
事
を
期

待
し
て
い
る
。

(

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

�

谷
口　

勝
浩)

奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金

未
来
へ
は
ば
た
く
奨
学
生

　
「
奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金
」
は
、
海
外
の
提
携
校
に
留
学
す
る
大

学
、
高
校
生
へ
奨
学
金
を
給
付
す
る
な
ど
、
学
園
に
お
け
る
教
育
・
研
究

の
国
際
交
流
に
成
果
を
あ
げ
続
け
、
今
年
26
年
目
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
奨

学
金
を
受
け
た
学
生
、
生
徒
は
１
０
０
０
人
を
超
え
、
今
年
も
奨
学
生
た

ち
は
、
大
き
な
成
長
を
と
げ
て
い
る
。

長
年
の
夢
を
実
現

充
実
の
留
学
生
活

海
外
Ｉ
Ｔ
企
業
で

真
剣
勝
負
の
研
修

留学生の友だちと集まり、楽しく過ご
したひととき。手前右が河本さん

河
本
　
茜
さ
ん

学
で
中
国
語
を
専
攻
し
、
長
期
留
学

に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
８

月
に
長
年
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

異
国
で
の
生
活
は
く
じ
け
そ
う
に

な
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
友
達
と
助
け
合
い
、
充
実
し
た

留
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
日
々
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
奥
田
政
三

教
育
・
研
究
基
金
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、

経
験
に
感
謝
し
な
が
ら
残
り
の
留
学

生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

安
井
　
大
士
さ
ん

大
学
人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

３
年
次
生

春
期
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
（
’１2
年
２
月
25

日
～
３
月
17
日
）

　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

を
利
用
し
、
私
は
１
週
間
の
語

学
研
修
の
後
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
の

CO
M

PU
T

ER ZO
N

E

と
い
う
Ｉ

Ｔ
関
係
会
社
で
２
週
間
企
業
研
修
を

体
験
し
ま
し
た
。
仕
事
内
容
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
Ｐ
Ｃ
機
器
な
ど
の
商
品
画

像
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
た
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
商
品
情
報
を
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
メ
ー
ル

で
の
お
客
様
対
応
や
、
直
接
接
客
の

ほ
か
店
内
清
掃
な
ど
も
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
業
務
で
実
際
に
英
語
を

し
ゃ
べ
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
商

品
情
報
を
掲
載
し
た
り
メ
ー
ル
で
対

応
す
る
時
に
は
、
英
語
は
不
可
欠
で

し
た
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
、
特
に
Ｉ
Ｔ
用
語

は
全
然
詳
し
く
な
い
の
で
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
は
違
う
責
任
感
を
持
ち
な
が

ら
、
正
社
員
の
気
分
で
毎
日
が
勉
強

と
思
い
な
が
ら
仕
事
を
し
ま
し
た
。

仕
事
は
正
直
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、
と

に
か
く
前
向
き
に
最
後
ま
で
や
り
ぬ

こ
う
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
年
８
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
の
交
換
留
学
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
前
に
こ
の
研
修
に

参
加
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

父といる気持ちに…
大学、初のホームビジット制度

留学生16人 ９家庭で“日本”体験

受入れファミリーと、さあこれから「タコ焼き」作り

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
日
帰

り
で
留
学
生
に
一
般
家
庭
の
生
活
を

通
し
て
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

　

教
職
員･

学
生･

生
徒･

園
児
の
ご

家
庭
の
皆
さ
ん
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス�

電
話
番
号 

０
６

−

６
９
０
７

−

４
３
０
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス kokusai@

oiu.jp

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

電
話
番
号 

０
７
２

−

８
５
８

−

９
８
４
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

iec@
oiu.ac.jp

し
て
い
る
。

　

昨
年
度
が
初
め
て
の
試
み
と
な
っ

た
が
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

学
園
設
置
学
校
の
教
職
員
、
学
生･

生
徒･

園
児
の
ご
家
庭
に
呼
び
か
け

た
結
果
、
受
け
入
れ
９
家
庭
、
留
学

生
16
人
も
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

昨
年
11
月
19
、
20
と
26
、
27
の
土

日
に
実
施
し
、
活
動
内
容
は
様
々
。

参
加
し
た
留
学
生
か
ら
は
「
父
と
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」「
本

に
書
い
て
あ
る
日
本
語
と
違
っ
て
、

生
き
て
い
る
日
本
語
だ
と
感
じ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
家
庭
の
感
想
の

中
に
は
「
こ
の
一
日
で
世
界
の
こ
と

が
全
て
わ
か
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
世
界
に
は
色
々
な
国
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
住
ん
で
い
る
こ
と
は
子

供
も
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
」
と
、
自
分
の
子
供
に
幼
少
か
ら

国
際
性
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
の

思
い
が
、
感
じ
ら
れ
る
内
容
も
あ
り

好
評
だ
っ
た
。

(

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

�

岸
田　

佳
美)

大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部　

３
年
次
生

協
定
校　

中
国
・
遼
寧
師
範
大
学
に

交
換
留
学
中
（
’１１
年
９
月
～
’１2
年

７
月
）

　
「
中
国
で
長
期
留
学
」。
そ
れ
は
高

校
生
の
時
か
ら
の
夢
で
し
た
。
私
は

中
学
生
の
時
か
ら
中
国
語
に
興
味
を

持
ち
、
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
は
２
度
の
上
海
留
学

を
経
験
し
、
そ
れ
ま
で
の
独
学
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、い
つ
し
か「
大

慣れない仕事にも全力。笑顔で研修にはげむ
安井さん(左）
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大
学
・
短
大

は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
も
、

地
域
と
連
携

し
、
学
生
た
ち

が
積
極
的
に
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で

サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
人
と
人
と

の
交
流
を
深

め
、
心
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く

り
に
繋
が
る
活

動
を
行
っ
て
い

る
。

　

２
月
８
日
に

は
、「
新
春
走

ろ
う
か
い
」
～

枚
方
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
～
に
学

生
１
３
０
人
が
協
力
し
た
。

　

淀
川
河
川
敷
で
、
枚
方
体
育
協
会

が
主
催
し
て
実
施
さ
れ
た
同
大
会
運

営
に
、
産
学
連
携
ミ
ニ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
陸
上
競
技
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会
な
ど
が
マ
ラ

ソ
ン
の
先
導
係
や
最
後
尾
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
に
関
わ
っ
た
。
当
日
は
、

「
ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
」
の
間
寛
平
さ

ん
ら
が
声
援
を
送
る
中
、
過
去
最
多

の
６
，０
２
８
人
が
淀
川
沿
い
を
力

い
っ
ぱ
い
駆
け
抜
け
た
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
守
口
市
教

育
委
員
会
か
ら
の
依
頼
で
、
２
月

29
日
、
３
月
５
日
、
７
日
の
３
日

間
、
守
口
市
立
三
郷
小
学
校
で
サ
ッ

カ
ー
指
導
を
行
っ
た
。
５
、６
年
生

計
60
人
を
対
象
に
、
部
員
13
人
が
、

ド
リ
ブ
ル
サ
ー
キ
ッ
ト
、
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
、
シ
ュ
ー
ト
練
習
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
指
導
し
、
楽
し
み
な
が
ら
パ
ス

を
繋
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導
し
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
し
た
。

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
発
足

共
創
人
づ
く
り 

全
人
教
育
を
探
求
大学・短大

　

大
学
・
短
大
の
地
域
協
働
セ
ン

タ
ー
が
、
昨
年
10
月
、
様
々
な
地
域

の
課
題
解
決
の
支
援
や
地
域
文
化
振

興
を
担
い
つ
つ
、
本
学
の
教
育
的
価

値
を
向
上
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し
て

組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
調
査
（
２
０
１
１
年
度
）
で

は
、
42
件
の
地
域
連
携
（
協
力
・
研
究

等
を
含
む
）
事
業
が
、
学
生
・
教
職
員

の
努
力
で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
地
域
を
育

て
、
自
ら
も
育
て
、
本
学
の
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
全
人
教
育
」
の
探
求
、
深

化
を
各
種
事
業
を
通
じ
て
、
具
体
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
で
進
め
ら

れ
て
い
る
実
態
活
動
を
更
に
振
興
す

る
た
め
に
、
社
会
と
大
学
と
の
間
接

的
な
ブ
リ
ッ
ジ
機
能
を
果
た
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
国
際
大
学
、
同
短
期
大
学
部

に
絆
を
お
持
ち
方
の
ご
意
見
を
是
非

い
た
だ
け
れ
ば
、
更
に
力
強
く
前
進

す
る
事
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
地
域
と
大
学
の
共
創
ひ
と
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

(

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
長
　

�

堀
江
　
淳
之
助)

枚
方
、
寝
屋
川
と

大
学
・
短
大 

連
携
協
定
結
ぶ

　

大
学
・
短
大
と
枚
方
体
育
協
会

は
、
３
月
６
日
に
地
域
連
携
協
定
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

枚
方
体
育
協
会
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）
に
結
成
。
２
０
１
０

年
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
、
全

国
で
初
め
て
の
公
益
財
団
法
人
に
認

定
さ
れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
を
結
ぶ
事
に
よ
り
公
式
に
、

地
域
貢
献
活
動
の
支
援
を
通
じ
て
学

生
の
社
会
的
育
成
（
教
育
・
実
践
・

研
究
調
査
等
）
を
活
性
化
さ
せ
「
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
」
に
基
づ
く
地
域
社

会
創
設
に
協
働
す
る
事
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
27
日
に
は
、
寝
屋
川
市

と
学
園
と
が
、
地
域
全
体
の
教
育
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
学
生
の
若
い
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
、

包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
、
様
々
な
連
携
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
協
定
締
結
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
組
織
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
が

活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
統
括
参
事
　

�

世
戸
　
俊
男)

テーマ「大学と地域のあらたな絆
きずな

」
―全人的成長をめざしてー

日時：�７月14日（土)13時30分～
主催：大阪国際大学･学友会･クラブ等
内容：実践口頭発表･パネル討議･ポスター発表
開催場所：枚方キャンパス
同日オープンキャンパス開催
詳細は公式サイトをご覧下さい

地域協働センター２０１２
開設記念シンポ開催

学
生
の
力
、高
い
評
価 

受
賞
相
次
ぐ

地
域
協
働
へ
の
取
り
組
み

　

学
生
た
ち
が
、
地
域
の
課
題
を
地
域
の
人
々
と
と
も
に
考
え
、
解
決
策

を
模
索
し
、
様
々
な
形
で
提
案
や
実
行
し
て
き
た
地
域
協
働
の
取
り
組
み

が
、
相
次
い
で
賞
を
受
賞
し
た
。

　

大
学
が
研
究
成
果
や
人
材
を
地
域
に
役
立
て
る
「
地
域
貢
献
度
」
に
つ

い
て
、
日
本
経
済
新
聞
社
産
業
地
域
研
究
所
が
全
国
７
３
１
の
大
学
を
対

象
に
調
査
を
し
た
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
『
全
国�

大
学
の
地
域
貢
献
度
ラ
ン

キ
ン
グ
』
で
、
本
学
は
大
阪
府
内
の
私
立
大
学
で
第
２
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
熱
意
と
努
力
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

 

「
ひ
と
・
ま
ち
…
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
独
創
性
→
優
秀
賞

　

今
年
で
第
６
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
「
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
」（
３
大

学
９
チ
ー
ム
が
参
加
：
３
月
４
日
～

６
日
）
に
お
い
て
、
現
代
社
会
学
部

法
律
政
策
学
科
生
を
中
心
と
す
る「
ひ

と
・
ま
ち
・
で
あ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
が
、
日
頃
の
活
動
・
研

究
成
果
を
も
と
に
、
京
都
府
京
田
辺

市
に
対
す
る
政
策
提
言
を
行
い
、
見

事
、
総
合
２
位
に
あ
た
る
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
絆
で
育
む

地
域
防
災

－

Ｋ
Ｔ
Ｂ
４
２

－

」（
指
導

教
員　

同
学
科
田
中　

優
准
教
授
）。

　

現
地
京
田
辺
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
重

ね
、「『
自
助
』『
共
助
』
の
地
域
防�

災
力
を
伸
ば
す
に
は
、
日
頃
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
自
治
会
ご

と
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
一
番
の
近
道
」
と
い
う
独

創
的
か
つ
実
現
可
能
な
提
案
と
、
高

い
評
価
を
受
け
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
運
行
へ
奮
闘
→
奨
励
賞

　

１
月
に
は
「
日
本
の
次
代
を
担
う

若
者
の
人
材
育
成
」
を
目
標
に
、
斬

新
で
情
熱
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
競
う
「
２
０
１
１
キ
ャ
ン
パ
ス

ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
大
阪
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
本
学
の
「
ス
ク
ー

ル
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
が

約
３
０
０
の
応
募
の
中
か
ら
、
15
倍

の
難
関
を
突
破
し
、
最
終
審
査
で
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。
日
刊
工
業
新
聞

社
主
催
。

　
「
私
た
ち
は
、
大
学
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て

も
運
行
で
き
る
よ
う
に
日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
発
表
は
非
公
開
審
査
で

企
業
関
係
者
な
ど
十
数
人
の
審
査
員

の
方
々
の
前
で
、
地
域
と
の
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
創
設

し
た
い
一
心
で
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
代
表
の
柏
原
大
介
さ

ん
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

所
属
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
済
フ
ァ
イ

ン
ス
学
科
３
年
次
生
）
の
話
。

枚
方
ス
マ
イ
ル
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
　
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
地
産
地
消
な
ど
→
奨
励
賞

　

昨
年
11
月
に
「
職
場
や
地
域
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的

な
力
」
と
し
て
経
済
産
業
省
が
提
唱

す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
競
う
社

会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
近
畿

地
区
予
選
大
会
に
応
募
し
た
「
枚
方

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

チ
ー
ム
は
、
い
ず
れ
も
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。
枚
方
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
枚
方
の
地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
し
て
、「
地
域
を
笑
顔
に
す
る
」

と
い
う
目
的
の
も
と
、
４
年
前
に
結

成
さ
れ
て
以
来
、
米
作
り
を
通
し
た

地
域
活
性
化
活
動
、
枚
方
宿
く
ら
わ

ん
か
五
六
市
、
ふ
と
ん
太
鼓
巡
行
、

牧
野
商
店
街
の
活
性
化
、
小
学
校
で

の
総
合
学
習
、
枚
方
市
平
和
の
日
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

　
放
送
部
の
地
域
発
防
災
ラ
ジ
オ

　〝
ド
ラ
マ
コ
ン
〟
で
も
奨
励
賞

　

２
月
に
は
放
送
部
が
制
作
・
放
送

し
た
作
品
が
第
２
回
地
域
発
防
災
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞

を
獲
得
し
た
。
主
催　

独
立
行
政
法

人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
、
後

援 

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
。

2011年11月～2012年3月
11月
大・短 ��陸上競技部、駅伝上位入賞を目指す大久保小学校児童に

“朝練”でボランティア
    大・短 ワンダーフォーゲル部、天の川大清掃に8年連続参加
滝 井 �幼児保育進学コース「たきいふれあいまつり」
幼稚園 トドラーデー
滝 井 �「滝井�女神の花通り」キレイ完成記念イベント「第5回目ま

ちかどコンサート」
大 学 �スポーツ行動学科、門真市シルバー人材センター主催健康

体力テストをサポート
大・短 �枚方体育協会「こどもフェスティバル」に学生ボランティア参加
大和田中高 �吹奏楽部「東公民館祭」「ほのぼのキッズ＆グランパー

ジャズコンベンション」に参加
12月
大 学 「ひと・まち・であう」、南山城村職員研修会で講演
滝 井 軽音楽部、豊仁小学校クリスマス会にて演奏
大 学 �「市民がつくる映像祭典2011inひらかた」で、被災地ボラン

ティア学生が活動発表
滝 井 クリスマスイルミネーション点灯イベント
大・短 �大阪市「人権フォーラム」"つながり"－human�and�heart－＞

において、被災地ボランティア活動の写真出展及び活動報告
大 学 被災地復興支援をテーマにイルミネーション点灯式
大・短 �枚方体育協会協働「こどものスポーツ教室」修了式。子ど

も延べ800人、学生ボランティア300人が参加
滝 井 吹奏楽部、病院や支援学校でクリスマスコンサート
1月
大 学 �地域住民と「ひと・まち・であう」がワークショップを開催
大・短 �陸上競技部、卒業生が赴任している中学・高校と合同練習会
2月
大 学 兵庫県の市町職員研修に「ひと・まち・であう」参加
大・短 �ボランティア活動研究会、北河内の障がい者施設等メンバー

が集う「春をよぶみんなのコンサート」に参加
3月
大・短 枚方市「平和の日」に学生ボランティア参加
大 学 �「コミュニティ・シンポジウム」に「ひと・まち・であう」参加

～これからの若い世代に期待する地域活動～
大 学 �「ひと・まち・であう」、被災地で学童保育のボランティア

地域連携の取り組み

「
朝
市
」
最
高
700
人

後
輩
に
引
き
継
ぐ

貴
重
な
体
験
に
感
謝

　
「
朝
市
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

大
学
が
「
市
」
の
会
場
と
な
る
場
を

提
供
し
、
地
元
の
生
産
者
（
農
家
や

個
人
商
店
）
が
地
域
の
方
々
に
対
し

て
、
収
穫
し
た
野
菜
や
こ
だ
わ
り
の

品
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
き
ま
し
た
。「
市
」
の
管

理
・
運
営
は
学
生
が
中
心
に
な
っ
て

行
い
、こ
れ
ま
で
に
７
回
の「
朝
市
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

’１１
年
度
卒
業
の
私
た
ち
は
、
特

に
、「
朝
市
」
の
立
ち
上
げ
か
ら
第

３
回
ま
で
を
担
当
し
、
そ
の
後
は
後

輩
た
ち
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、「
朝

市
」
は
、
第
７
回
に
過
去
最
多
の
来

場
者
７
０
０
人
を
数
え
、
順
調
な
発

展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

農
家
や
個
人
商
店
の
開
拓
に
は
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
朝
市
」
に

参
加
さ
れ
た
地
域
の
方
々
か
ら
掛
け

て
い
た
だ
い
た
温
か
い
言
葉
が
、
何

よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
在
学

中
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

(

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
’１２
年
卒
　

高
岡
　
麻
美
、
山
本
　
み
き)

過
去
最
多
の
来
場
で
盛
り
あ
が
っ
た
第
７
回
目

の
朝
市
会
場

運
動
指
導
の
一
コ
マ

講
話
、
調
理
実
習
…
栄
養
、
運
動
指
導

〝
ひ
と
味
違
う
〟
健
康
教
室

参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
人間科学部

　

平
成
10
年
度
か
ら
近
隣
の
方
を
中

心
に
、
一
般
市
民
対
象
に
実
施
さ
れ

て
い
る
健
康
教
室
も
14
回
目
を
数

え
、
本
年
度
は
、
２
月
17
日
か
ら
３

月
23
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
全
６

回
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
31
人
で
、
内
容
は
、
従

来
の
体
力
測
定
に
基
づ
く
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
か
ら
、
人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科
の
黒
川
清
教
授
に

よ
る
健
康
講
話
、
伊
藤
知
子
教
授
に

よ
る
調
理
実
習
、
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学

科
の
高
見
彰
教
授
に
よ
る
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
西
岡
ゆ
か
り
准
教
授

に
よ
る
栄
養
指
導
、
新し

村む
ら

由ゆ
き

恵え

講
師

に
よ
る
運
動
指
導
（
２
回
）
と
い
う

多
彩
な
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
行
な
っ
た
参
加
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
24
）
で

は
、
健
康
教
室
全
体
を
通
し
て
の
満

足
度
は
、「
期
待
以
上
に
満
足
」
11

人
、「
期
待
通
り
満
足
」
９
人
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
４
人
、「
や

や
不
満
」０
人
と
い
う
結
果
で
、個
々

の
内
容
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
今
後

も
、
本
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
人
間
科
学
部
長
　
藤
本
　
雅
彦
）

スポーツでも地域連携
心豊かな社会づくりへ

大
学
・
短
大

�
�
�
�
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�
�
�
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将
来
、
自
分
の
事
務
所
を
持
つ

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
描
き
た
い

行
政
書
士
試
験

現
役
で
合
格

全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

晴
れ
て
特
選
に

　
「
ス
マ
イ
ル
＆
ヴ
ォ
イ

ス
」
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
、
資
格
取
得
、
様
々
な

課
外
活
動
で
成
果
を
あ
げ

た
学
生
・
生
徒
た
ち
の
喜

び
の
声
を
紹
介
す
る
。

桑
畑
文
昭
さ
ん　
大
学
現
代
社

会
学
部
法
律
政
策
学
科
’12
年
卒

▽
４
年
次
生
の
11
月
、
行
政
書
士
試

験
に
２
度
目
の
受
験
で
見
事
合
格
し

た
。
伏
見
工
業
高
校
出
身
。

　
「
行
政
書
士
を
目
指
し
た
の
は
、

ゼ
ミ
の
中
山
実
郎
先
生
に
勧
め
ら
れ

た
こ
と
と
、
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
行
政
書
士
事
務
所
で
職
業

体
験
し
た
こ
と
が
大
き
な
き
っ
か

け
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
感

謝
さ
れ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

３
年
次
生
で
初
め
て
受
験
し
た
時

は
難
し
す
ぎ
て
全
然
だ
め
で
し
た

が
、
卒
業
論
文
を
４
年
次
生
の
は
じ

め
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
行
政
書
士
の

勉
強
一
本
に
絞
り
ま
し
た
。
３
年
次

生
で
大
学
か
ら
い
た
だ
い
た
学
業
優

秀
者
奨
励
金
で
予
備
校
に
も
通
い
、

毎
日
８
時
間
、
ひ
た
す
ら
勉
強
し
、

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
勉
強
癖
が
抜
け
ず
、
個
人
情

報
保
護
士
や
企
業
情
報
管
理
士
な
ど

次
々
取
得
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
行
政
書
士
事
務
所
で

働
き
ま
す
。
将
来
は
、
自
分
の
事
務

所
を
設
立
し
、
国
際
大
卒
業
生
と
し

て
入
管
ビ
ザ
な
ど
国
際
的
な
業
務
に

携
わ
り
た
い
。
工
業
高
校
で
将
来
の

仕
事
に
迷
っ
て
い
た
自
分
で
す
が
、

こ
の
大
学
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

道
が
開
け
、
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」

上
野
加
奈
子
さ
ん　
大
和
田
高

校
１
年
生　

美
術
部

▽
今
年
２
月
、
大
和
田
中
学
３
年
生

の
時
に
第
48
回
全
大
阪
幼
少
年
美
術

展
で
特
選
を
受
賞
。
出
品
１
４
９
９

点
の
う
ち
特
選
は
18
点
の
み
。
全
日

本
学
生
美
術
展
佳
作
・
入
選
歴
あ

り
。

　
「
大
き
な
美
術
展
で
特
選
は
初
め

て
。
何
日
も
か
け
て
が
ん
ば
っ
て
描

い
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

作
品
は
『
う
み
パ
レ
ッ
ト
』
と
い

う
題
で
、
修
学
旅
行
で
行
っ
た
沖
縄

の
水
族
館
で
、
か
わ
い
い
と
思
っ
た

魚
を
描
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
色

を
使
っ
て
も
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物

を
描
い
て
み
た
い
。
今
の
目
標
は
夏

の
大
阪
私
学
美
術
展
覧
会
で
賞
を
と

る
こ
と
で
す
」

特選に選ばれた上野さんの作品『うみパレット』

大学
スポーツ
行動学科

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
選
手
で
大
活
躍

国
際
親
善
女
子
車
椅
子
バ
ス
ケ
大
会

15
人
、
観
客
誘
導
な
ど
で
運
営
支
援

　

２
０
１
２
国
際
親
善
女
子
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
阪
大
会
が
、

２
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
大
阪
市
中

央
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
は
日
本
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、 

カ
ナ
ダ
、
中
国
の
４
カ
国
で
、
３
日

間
で
約
１
０
０
０
０
人
の
観
客
が
観

戦
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
チ
ー
ム
の

優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
を
広
め

よ
う
と
し
て
い
る
本
学
ス
ポ
ー
ツ

行
動
学
科
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、
学
生
た
ち
の
活
躍
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
15
人
が

外
国
チ
ー
ム
の
担
当
を
は
じ
め
、
受

付
、
会
場
へ
の
観
客
誘
導
な
ど
の
役

割
を
こ
な
し
大
会
運
営
を
支
え
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
「
日
本
選

手
と
外
国
選
手
の
プ
レ
ー
に
対
す
る

意
識
の
違
い
を
感
じ
た
」「
外
国
チ
ー

ム
担
当
と
な
り
、
海
外
の
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
の
感
想
の
通
り
、
国
際

的
な
舞
台
で
、
日
頃
の
学
び
を
実
践

す
る
機
会
を
得
て
、
非
常
に
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
と
し
て
は
日
本
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
で
あ
り
、
世
界
の
エ
ー

ス
と
も
言
わ
れ
て
い
る
本
学
卒
業
生

の
網
本
麻
里
選
手
が
、
今
回
も
大
活

躍
し
観
客
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
日
本
は
４
位
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
の
観
戦
が
、
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
認
知
度
を
高

め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
に

繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ 
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
は
、
今
後

も
、
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
先
輩
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
を
広
め

る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

(

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

�

教
授　

湯
川　

静
信)

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
を
深
め
た
車
イ
ス
バ

ス
ケ
大
会

東
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

 

被
災
地
に
元
気
と
勇
気

滝
井
・
大
和
田
高

軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
　
演
奏
や
募
金
活
動

　

３
月
11
日
、
滝
井
高
校
軽
音
楽
部

と
大
和
田
高
校
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

は
、
大
阪
南
港
咲
洲
の
大
阪
府
庁
舎

１
Ｆ 

フ
ェ
ス
パ
、
及
び
Ａ
Ｔ
Ｃ
を

会
場
と
し
た
東
日
本
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
生
に
よ
る
東
日
本

へ
の
支
援
を
テ
ー
マ
に
、
関
西
を
中

心
と
す
る
高
校
の
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ

が
、
音
楽
を
通
し
て
被
災
地
に
元
気

と
勇
気
を
送
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

大
震
災
以
降
、
６
回
目
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
が
、
こ
の
日
は
出
演
者
が

１
年
前
の
悲
し
み
を
胸
に
、
心
を
こ

め
て
演
奏
す
る
特
別
な
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。
14
時
46
分
に
は
３
会
場
の

出
演
者
と
観
客
が
心
を
一
つ
に
し
て

黙
祷
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。

　

被
災
地
か
ら
は
宮
城
県
古
川
黎
明

高
校
軽
音
楽
部
も
参
加
し
、
心
の
架

け
橋
を
繋
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滝
井
高
校
軽
音
楽
部
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

募
金
用
の
グ
ッ
ズ
作
り
か
ら
、
会
場

案
内
、
募
金
活
動
も
お
手
伝
い
さ
せ東日本の復興を願い演奏する滝井高校軽音楽部

春
高
バ
レ
ー
３
位

滝
井
高
　

大
和
田
高
卒
の
立
川
さ
ん

全
国
公
募
で
選
ば
れ

大
阪
府
教
育
委
員
に

　

滝
井
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

２
０
０
７
年
３
月
の
第
39
回
春
の
高

校
バ
レ
ー
優
勝
、
２
０
０
８
年
の
第

３
位
以
来
４
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
４
進

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
結
成
当
初
は
近
畿
私
学

ベ
ス
ト
８
、
大
阪
府
ベ
ス
ト
４
と
不

安
を
隠
せ
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
大
阪
国
際
大
和
田
中
学
の
全

国
優
勝
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
岡

山
シ
ー
ガ
ル
ズ
で
の
合
宿
、
３
年
生

を
中
心
に
急
速
に
成
長
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

試
合
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
府
優

勝
で
の
出
場
、
近
畿
大
会
準
優
勝
、

そ
し
て
今
回
の
３
位
入
賞
…
と
、
今

想
え
ば
苦
し
い
時
に
前
へ
向
い
て
が

ん
ば
っ
て
き
た
日
々
の
大
切
さ
、
一

途
に
打
ち
込
ん
で
き
た
一
日
一
日
が

我
々
の
宝
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

準
々
決
勝
の
誠
英
（
国
体
優
勝
）

戦
で
は
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
34
対
32

と
長
い
デ
ュ
ー
ス
を
制
し
て
勝
利
し

ま
し
た
。
も
う
駄
目
か
と
思
わ
れ
る

場
面
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
も
又
、
生
徒
達
の
気
力
で
切
り

抜
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

成
長
と
い
う
実
感
を
喜
べ
る
幸
福
な

瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
準
決
勝
で

は
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
忘
れ

て
は
い
け
な
い
「
努
力
し
た
日
々
」

を
大
切
に
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。

(

滝
井
高
校　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

監
督　

才
崎　

哲
次)

幼
稚
園
絵
画
表
彰 

(

敬
称
略)

第
71
回　

全
国
教
育
美
術
展

 

︿
佳
作
﹀
＝
ひ
ま
わ
り
組　

森
本
菜
央
▽
す

み
れ
組　

舟
根
悠
真
▽
あ
や
め
組　

坂
根

凛
々
子
▽
西
山
天
都
▽
正
井
美
有

第
48
回　

全
大
阪
幼
少
年
美
術

展︿佳
作
﹀
＝
ひ
ま
わ
り
組　

久
保
田
璃
菜

▽
す
み
れ
組　

松
本
昴
空
▽
森
本
真
央
▽

あ
や
め
組　

小
幡
昊
士
朗 

︿
努
力
賞
﹀
＝

ひ
ま
わ
り
組 

荒
井
凛
花
▽
石
丸
喜
真
乃

▽
越
智
那
月
▽
柳 

槙
汰
郎
▽
す
み
れ

組 

有
方
晴
斗
▽
岡
本
苺
夏
▽
白
岩 

翼

▽
瀬
戸
山
姫
菜
▽
徳
安
悠
希
▽
舟
根
悠
真

▽
柳 

奈
津
希
▽
あ
や
め
組 

荒
木
志
音

▽
小
八
重
さ
く
ら
▽
西
山
天
都
▽
穂
園
可

南
子
▽
ゆ
り
組 

秋
山
美
和
▽
足
立
晄
祐

▽
稲
澤
蒼
太
▽
大
石
英
輝
▽
河
野
真
来
▽

坂
本
竣
哉

学
園
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
11
月
〜
２
０
１
２
年
３
月

11月� 12月1月➡次頁へ

大
和
田
高　

１
年
校
外
学
習　

大
和
田
中　

秋
の
遠
足

滝
井
高　

国
際
科
「
英
語
落
語

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

滝
井
高　

体
育
コ
ー
ス
「
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
と
コ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」

滝
井
高　

看
護
コ
ー
ス
「
看
護
特

別
授
業
」

大
和
田　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
大
阪EV

ESSA

来
校

短
大　
『
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
総

論
』
で
講
演
「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・

カ
ー
ル
ト
ン
の
極
意
を
学
ぶ
」

短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科
『
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
』
日
本
文
化

理
解
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

大
学　

前 

愛
媛
県
知
事
の
加
戸

守
行
氏
（
客
員
教
授
）
特
別
講

義
短
大　
『
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
総

論
』「
ラ
・
ス
イ
ー
ト
神
戸
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
」
研
修

滝
井
高　

カ
ナ
ダ
交
換
留
学
生
２

人
来
校

大
学　

電
子
科
技
大
学
中
山
学
院

（
中
国
広
東
省
）
学
長
一
行
来

学
大
・
短　

英
語
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
者
決
定

大
・
短　

第
24
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済

と
関
西
経
済
の
役
割
」

大
・
短　

E.S.S.

部
員
がFM

ひ
ら

か
た
に
出
演

滝
井
高　

吹
奏
楽
部
、
ウ
ィ
ー
ン

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
カ
ー
ル･

ヤ
イ
ト
ラ
ー
氏
か
ら
指
導

大
学　

T
O

EIC

試
験
＆
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

大
学　
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

「
就
職
に
強
い
大
学
」
に
本
学

掲
載

幼
稚
園　

短
大
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

総
合
学
科
栄
養
士
コ
ー
ス
の
学

生
た
ち
が
給
食
管
理
実
習
で
食

事
提
供

大
学　

公
開
講
座
「
子
ど
も
と
情

報
メ
デ
ィ
ア
」

大
・
短　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
（
中
国
）

大
和
田
中　

３
年
沖
縄
研
修

大
・
短　

留
学
生
交
流
バ
ス
旅
行

で
有
馬
温
泉
・
神
戸
に
日
帰
り

旅
行

大
和
田
中　

１
・
２
年　

ス
ケ
ー

ト
講
習

大
学　

経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

「
野
村
証
券
に
よ
る
金
融
教
育

講
座
」
開
講

滝
井
高　

カ
ル
タ
会

大
学　

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン

ト
研
修
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、JICA

元
青
年
海

外
協
力
隊
に
よ
る
授
業

大
学　

国
際
コ
ミ
卒
の
中
村
浩

子
さ
ん
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
広
報
と
し
て
産

（
別
途
記
事
掲
載
は
省
略
。
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・  

２
０
１
１
年
度
関
西
女
子
１
部
リ
ー

グ 

ア
シ
ス
ト
王 

桟
敷
良
子
▽
ベ

ス
ト
12
賞
お
よ
び
ベ
ス
ト
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
賞 

足
立
ち
な
み
▽
ベ
ス
ト
12

賞 

柴 

裕
子
▽
太
期 

愛
（
以
上
ス

ポ
ー
ツ
行
動
４
）

大
和
田
中
・
高
校

吹
奏
楽
部

・  

12
／
23 

第
38
回
大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
木
管
３
重
奏 

銀
賞

大
和
田
高
校

美
術
部

・  

１
月 

大
阪
府
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門
コ
ン
ク
ー
ル
展
美
術

展 

入
選 

瀬
野
優
菜
▽
堤 

ゆ
き
は

（
以
上
１
）

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・  

11
／
20 

北
河
内
新
人
大
会
優
勝
（
33

季
連
続
33
回
目
）

・  

12
／
25 

第
25
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
大
会
大
阪
北
選
抜
メ
ン
バ
ー 

松

山
明
日
香
▽
林　

日
向
子
（
以
上
３
）

優
秀
選
手 

林　

日
向
子
（
３
）

・ 

３
／
28 

第
44
回
近
畿
中
学
生
選
抜
優
勝

大
会 

優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

５
／
12 

大
阪
春
季
大
会
中
央
大
会　

ベ

ス
ト
16　

大
西
健
太
・
柴
山
陽
向
ペ
ア

（
３
）
近
畿
大
会
個
人
戦
出
場
権
獲
得

剣
道
部

・  

12
／
３ 

北
河
内
地
区
中
学
大
会
（
冬

季
新
人
大
会
）
女
子
個
人
戦
の
部 

優

勝 

橋
本
由
季
（
２
）
▽
男
子
個
人
戦

の
部 

第
３
位 

大
橋
悠
矢
（
１
）

・  

12
／
23 

第
14
回
大
阪
私
立
中
学
校
剣

道
大
会 

女
子
団
体
戦
の
部 

準
優
勝

美
術
部

・  

３
月 

第
48
回
全
大
阪
幼
少
年
美
展 

特
選 

上
野
加
奈
子
（
３
）、
努
力

賞 

井
田
沙
霧
（
２
）

ク
ラ
ブ
活
動

　

大
阪
府
が
初
め
て
全
国
公
募
し
た

府
教
育
委
員
に
、
大
和
田
高
校
卒
業

生
の
立
川
さ
お
り
さ
ん
が
選
ば
れ
、

２
月
23
日
に
就
任
し
た
。

　

委
員
６
人
の
う
ち
１
人
が
、
公
募

さ
れ
、
１
２
２
人
の
応
募
者
の
中
か

ら
、
立
川
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　

立
川
さ
ん
は
、
府
立
高
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
財
団
法
人
大
阪

労
働
協
会
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
を
歴
任
。
任
期 

は
４
年

間
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
音
楽
の
力
を

信
じ
て
、
少
し
で
も
元
気
を
届
け
た

い
と
い
う
思
い
と
、
何
か
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。
支
援
の
輪
を
広
げ
、
東

北
の
方
々
の
心
の
支
え
と
な
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

(

滝
井
高
校
吹
奏
楽
部　

顧
問

�

柴
田　

修
一)
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�
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多
様
な
課
題
に
挑
み
、
逞
し
く
成
長

第７回
学生チャレンジ制度

採択企画の３報告

　

第
７
回
「
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

―Challenge T
he Global M

ind

―
」
に
採
択
さ
れ
た
６
件
の
企
画
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
た
ち
は
、

果
敢
に
挑
戦
し
て
き
た
。
２
月
の
報

告
会
で
は
、
そ
の
夢
や
想
い
な
ど
を

熱
く
語
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
へ
の

支
援
、
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

に
目
を
向
け
た
も
の
、
大
学
を
思
う

気
持
ち
な
ど
、
学
生
た
ち
は
、
世
界

や
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
一
層

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
。
報
告
の
中

か
ら
３
組
を
紹
介
す
る
。

子
ど
も
の
成
長
見
守
る　
　

雰
囲
気
作
り
の
必
要
性
痛
感

カ
フ
ェ
で
の
収
益
金
は　
　
　

　
　

ベ
ト
ナ
ム
の
孤
児
院
に

作
品
づ
く
り
の
面
白
さ　
　

　
　

後
輩
た
ち
に
語
り
継
ぐ

国
際
的
子
育
て
支
援
の
展
開　

～
築
き
合
う
未
来
～

Endless C
onnection O

saka
（EC

O
）
代
表
　
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
’１２
年
卒

 

下
元
　
啓
大

　

２
月
12
日
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
第
２

回
「
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
in
枚

方
」
を
大
学
周
辺
地
域
で
根
付
き
つ

つ
あ
る
「
朝
市
」
Ｏ
Ｉ
Ｕ
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
両
イ
ベ

ン
ト
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で
前
回

を
遥
か
に
超
え
る
延
べ
１
２
０
０
人

も
の
人
に
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

企
画
は
、
人
形
劇
や
親
子
遊
び
な

ど
親
子
で
楽
し
め
る
催
し
物
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
抱
っ
こ
法
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
っ
た
保
護
者
の

方
々
の
学
び
の
機
会
や
子
育
て
か
ら

少
し
開
放
さ
れ
ホ
ッ
と
で
き
る
空
間

作
り
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
外
国
の
文
化
に

触
れ
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
、
外
国

の
絵
本
や
民
族
衣
装
な
ど
の
異
文
化

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
国
際
大
の

学
生
ら
し
さ
を
加
え
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
方
々
か
ら
は
「
こ
う
い

う
イ
ベ
ン
ト
は
子
ど
も
が
中
心
の
内

容
が
多
い
け
れ
ど
、
私
達
に
向
け
た

内
容
や
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
て
と
て

も
楽
し
め
た
」
な
ど
満
足
度
の
高
い

評
価
や
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
を
望
む
声

を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
恒
例
行
事
化
の
実
現
に
向
け
て

後
輩
達
が
継
続
し
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
企
画
を
通
し
て
、
行
政
が
提

供
す
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
保

護
者
の
方
々
が
求
め
る
子
育
て
支
援

内
容
に
少
し
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な

子
育
て
支
援
と
し
て
、
今
回
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
や
つ
ど
い
の
広
場
な
ど

を
通
じ
て
“
人
と
の
つ
な
が
り
が
育

ま
れ
る
”
機
会
が
重
要
で
あ
る
こ
と

も
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域

で
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
雰
囲
気

作
り
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
実
施

の
た
め
に
、
企
業
や
地
方
公
共
団
体

の
方
々
に
支
援
協
力
の
渉
外
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
変
難
し
い
課

題
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
私
た
ち

自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
や
社
会
の
慣
習
を
知
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

CaFæ
ir!　

～
そ
の
一
杯
が

世
界
を
変
え
る
～

代
表　

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学

科
４
年
次
生　

�

笹
井
　
峰
広

　

CaFaeir!　

～
そ
の
一
杯
が
世
界

を
変
え
る
～
で
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
（
適
正
な
報
酬
で
の
取
引
）
制
度

の
認
知
度
の
向
上
と
制
度
の
理
解

を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
活

動
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学

内
に
て
カ
フ
ェ
を
営
業
し
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
製
品
を
利
用
し
た
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
で
得
た
収
益
は
、
コ
ー

ヒ
ー
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
制
度
を
利
用
し

た
製
品
を
日
本
で
も
多
く
見
か
け

る
こ
と
の
あ
る
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

支
援
金
に
す
る
こ
と
に
し
、
ホ
ン

バ
ン
国
際
大
学
と
協
力
し
障
が
い

児
施
設
や
孤
児
院
に
寄
付
を
し
ま

し
た
。

　

カ
フ
ェ
の
営
業
で
は
お
客
様
に

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
製
品
の
良
さ
と
い

う
も
の
を
実
際
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
の
抽
出
法
や
レ
シ

ピ
に
よ
っ
て
豆
の
種
類
を
変
え
る
な

ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
を
通
し
、

人
と
の
関
わ
り
合
い
や
協
力
、
ベ
ト

ナ
ム
の
学
生
や
子
供
た
ち
と
の
交
流

な
ど
大
変
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

︿
同
窓
会
特
別
賞
﹀

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
１
期
生

に
よ
る
「
卒
業
制
作
展
示
会
」

代
表　

現
代
社
会
学
部
情
報
デ
ザ
イ

ン
学
科
’１２
年
卒�

森
　
千
紗

　

私
た
ち
は
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
第
一
期
卒
業
生
と
し
て
、
こ
の
４

年
間
の
学
修
の
成
果
を
“
形
あ
る
も

の
”
と
し
て
広
く
公
表
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
学
内
外
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ

と
も
私
た
ち
の
成
長
の
上
で
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
卒
業

制
作
展
示
会　

も
の
づ
く
り
・
も
の

が
た
り
展
覧
会
「
も
の
・
も
の
展
」

～
伝
統
文
化
の
物
作
り
、
そ
し
て
物

語
が
始
ま
る
～
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
月
28
、
29
日
両
日
に
開
催
し
た

「
も
の
も
の
展
」
に
は
約
１
５
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に

は
セ
ミ
ナ
ー
ご
と
に
展
示
ブ
ー
ス
が

あ
り
、
各
ブ
ー
ス
に
学
生
の
卒
業
作

品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
Ｃ
言
語
な
ど
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
言
語
を
使
っ
て
作
成
さ
れ

た
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
。
監
督
、
脚

本
、
主
演
と
学
生
自
ら
何
役
も
こ
な

し
て
作
成
し
た
短
編
映
画
。
３
次
元

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど

を
駆
使
し
て
作
成
し
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
。
学
生
が
自
主
的
に
作

成
し
た
美
術
館
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

し
た
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
携
わ
っ
て
い

る
外
部
審
査
員
の
方
々
に
作
品
を
評

価
し
て
も
ら
う
こ
と
も
試
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
部
門
で
は
「
拡
張
現
実
を
用
い

た
物
体
認
識iPhone

ア
プ
リ
の
開

発
」
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
部

門
で
は
映
像
作
品
「
電
波
う
さ
ぎ
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、同
窓
会
長
賞
と
し
て
、「『
学

び
Ｏ
Ｉ
Ｕ
』
の
運
営
と
情
報
発
信
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

も
の
も
の
展
の
開
催
は
、
情
報
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
、
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
の
厳
し
さ
や
作
品
へ

取
り
組
む
姿
勢
を
改
め
て
見
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
方

で
、
作
品
づ
く
り
の
お
も
し
ろ
さ
も

後
輩
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学びウォッチング

現代社会学部情報デザイン学科
「ビジュアル表現技術」

森友　令子 講師

　私たちの日常生活は視覚情報で満
ちあふれている。思いつくだけで
も、絵画、小説、テレビ、映画、
ＣＧ（コンピュータ・グラフィック
ス）、インターネット、新聞、雑誌、
漫画……、とさまざまなメディアに
囲まれている。デザインの対象は、
目に入ってくるすべてのものといっ
ても過言ではない。そして、すべて
のデザインに目的や役割がある。
　現代社会学部情報デザイン学科の
３年生に開講されている「ビジュア
ル表現技術」では、伝えるべき情報
を視覚情報として、いかに正しく、
わかりやすく、魅力的に第三者に伝
えたら良いのかを軸として、より良
いデザインができるよう、デザイン
の基礎知識と技術を学んでいる。
　「１５回と限られた時間しかありま
せんが、さまざまな課題を通して、

デザインの基礎となる知識や技術
を身につけて欲しいと思っていま
す」。芸術工学博士号を持ち、広告
デザインの仕事に携わってきた森友
令子先生の言葉だ。
　この授業の最初の課題を見せても
らった。Ａ３サイズのマップ制作で
ある。自宅から大学までのルート地
図だが、四つの条件がつく。一つ目
が、各自テーマを設定すること。二
つ目が、コンパクトに折りたたむこ
と。ただし、例で示された折り方は

使用できない。三つ目は、折りたた
んでも広げても、楽しくてわかりや
すく、実際に持ち運びたくなるよう
なものを作ること。そして、四つ目
が、どこかでみたような作品や、雑
で汚い作品は評価対象としない、で
ある。たとえ課題でも、真剣に取り
組んでもらいたいという森友先生の
思いがそこにある。
　この課題で、学生たちは、テーマ
設定をはじめ、持ち運ぶためのデザ
イン、見ていて楽しくわかりやすい
地図のデザインと、実践的にデザイ
ンのいろはを身につけていく。過去
の作品には、スイーツ巡り、ガソリ
ンスタンド便利帳、花名所、病院紹
介などがあったという。
　学生たちは、これからもさまざま
な課題と向き合いながら、デザイン
の知識や技術だけでなく、モノづく
りの心構えや姿勢を学んでゆくのだ
ろう。彼らが社会にでたとき、どの
ようなデザインを私たちに見せてく
れるのだろう。今から楽しみである。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
英
語
学
習

ゲ
ー
ム
や
絵
本
で
楽
し
く

　

幼
稚
園
で
は
、
週
に
１
回
英
語
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
歳
児
は
、

１
回
10
分
程
度
の
時
間
で
す
。（
４

歳
児
20
分
間
、
５
歳
児
25
分
間
）
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
が
各
保
育
室
で
、

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
カ
ー
ド
や
絵
本
を
使
っ
て

で
次
第
に
先
生
に
も
少
し
ず
つ
親
し

み
を
感
じ
、
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
生
活
の
中

で
英
語
の
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
英

語
の
先
生
が
来
ら
れ
る
の
を
楽
し
み

に
待
っ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。

　

英
語
「
教
育
」
と
い
う
の
を
重
点

に
す
る
の
で
な
く
、
た
と
え
週
に
10

分
で
も
外
国
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
遊
び
の
中
で
英
語
や
外
国

の
文
化
に
興
味
、
関
心
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

人
と
の
か
か
わ
り
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
る
今
、
無
理
な
く
子
ど
も

が
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
め
る
よ
う
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
か
か
わ
る
機
会
（
内

容
、
時
期
を
考
え
）
を
園
生
活
の
中

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。『
い
ろ
い
ろ
な
人
と
か
か

わ
る
』
こ
と
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く

大
人
も
、
ま
た
教
師
自
身
も
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

大
和
田
幼
稚
園)

大
和
田
幼
稚
園

簡
単
な
会
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
ク
リ
ス
マ
ス
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど

に
は
、
変
装
し
て
来
て
く
だ
さ
り
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

　

入
園
当
初
は
英
語
の
先
生
を
見
て

驚
く
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

に
慣
れ
な
い
子
ど
も
の
様
子
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
経
験
を
重
ね
て
い
く
中

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
す
っ
か
り
慣
れ
親
し

み
、
楽
し
く
学
習

1月➡2月3月
経
新
聞
に
登
場

大
学　

法
律
政
策
学
科
卒
業
生
講

演
会

大
和
田
高　

カ
ル
タ
大
会

短
大　

幼
児
保
育
学
科　
「
音
楽

コ
ー
ス
定
期
演
奏
会
」

大
和
田
中　

テ
レ
ビ
朝
日『
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』「Birth 

Y
ear Songs

」
参
加

大
和
田
中　

２
年　

道
徳
授
業
外

部
講
師
を
招
き
国
際
問
題
に
関

す
る
講
演

大
学　

卒
業
生
の
青
砥
茉
由
さ

ん
、
毎
日
放
送
『
ち
ち
ん
ぷ
い

ぷ
い
』
カ
ン
ボ
ジ
ア
特
集
に
出

演
大
学　

経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科　

松

田
孝
一
教
授
、
７
世
紀
モ
ン
ゴ

ル
の
墓
に
「
高
松
塚
」
似
の
壁

画
を
確
認

大
学　

経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
「
リ

サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
」
審

査
結
果
発
表
～
グ
ラ
ン
プ
リ
岡

田
昌
大
さ
ん

滝
井
高　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
学　

卒
業
研
究
発
表
会

大
学　

模
擬
株
主
総
会

大
和
田
中　

２
・
３
年
総
合

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

大
学　

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

ス

キ
ー
実
習

滝
井
高　

吹
奏
楽
コ
ー
ス
定
期
演

奏
会

大
学　
「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短

歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
国
際
コ
ミ

１　

城
﨑
雪
乃
さ
ん
新
温
泉
町

教
育
長
賞
、
同　

楠
田
大
樹
さ

ん
神
戸
新
聞
社
賞

短
大　

幼
児
保
育
学
科
音
楽
コ
ー

ス
卒
業
演
奏
会

短
大　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学

科　

久
木
久
美
子
准
教
授
の
セ

ミ
ナ
ー
が
大
阪
電
気
通
信
大
学

の
「
包
丁
上
達
に
メ
ト
ロ
ノ
ー

ム
効
果
」
の
実
験
に
協
力

大
和
田
中　

１
・
２
年
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会

大
和
田
高　

卒
業
生
の
立
川
さ
お

り
さ
ん
、
大
阪
府
教
育
委
員
に

就
任

大
学　

法
律
政
策
学
科
「
政
策
ミ

ニ
コ
ン
ペ
」

滝
井
高　

３
年
生
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
会

滝
井
高　

軽
音
楽
部
卒
業
ラ
イ
ブ

大
・
短　

人
権
教
育
セ
ン
タ
ー
学

習
会
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

に
お
け
る
人
権
」

大
学　

卒
業
生
の
椙
本
孝
思
さ

ん
、
新
刊
『
バ
ジ
リ
ス
ク　

寄

生
生
物
』『T

H
E Q

U
IZ

（
コ

ミ
ッ
ク
版
）』
図
書
館
に
献
本

大
・
短　

ト
ル
コ
・
エ
ル
ジ
ェ
ス

大
学
「
日
本
文
化
の
日
」
で
日

本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣

学
生
が
日
本
文
化
を
紹
介

大
和
田
高　

美
術
部
卒
業
制
作
展

『
四
人
四
色
』

滝
井
高　

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ
ン

サ
ー
ト

大
和
田
高　

１･

２
年
球
技
大
会

大
和
田
中　

ス
キ
ー
実
習

 学生たちは
どんな成長をみせてくれるか 

デ
ザ
イ
ン
の
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
モ
ノ
づ
く
り

の
心
構
え
な
ど
も
学
ぶ

オリジナルな表現技術を身につける
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志
願
者
減
も 

本
学
第
一
志
望
者
際
立
つ

　

平
成
２４
年
度
入
試
は
景
気
の
回

復
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
の
中
、
受

験
人
口
の
減
少
、
厳
し
い
経
済
環

境
に
よ
る
国
公
立
大
学
志
向
の
強

ま
り
に
加
え
て
、
２
０
１
２
年
度

も
学
科
改
組
、
新
た
な
入
試
方
式

導
入
な
ど
の
改
革
を
実
施
し
た
大

学
が
多
く
見
ら
れ
、
本
学
も
前
年

度
比
約
15
％
の
志
願
者
減
と
な
っ

た
。

　

一
方
、
合
格
し
入
学
す
る
者
の
割

合
は
、
合
格
者
の
90
％
を
超
え
て
お

り
、
本
学
を
第
一
志
望
と
し
て
入
学

を
希
望
す
る
受
験
生
の
多
さ
が
数
字

的
に
際
立
っ
た
と
い
え
る
。

　

平
成
２５
年
度
入
試
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
国
際
交
流
課
が
所
掌
し
て
い
た

留
学
生
別
科
生
の
募
集
を
入
試
・
広

報
部
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
継

続
性
の
あ
る
募
集
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。
平
成
２５
年
度

入
試
に
お
い
て
も
、
受
験
生
と
直
接

接
触
す
る
機
会
を
重
要
視
し
た
学
生

募
集
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

(

入
試
・
広
報
部
　
課
長
　

�

片
山
　
準)

大
学
・
短
大
’

 

12
年
度
の
入
試
報
告

オープンキャンパス
オープンスクール

イベントも多彩

入試イベント日程
◆大学・短大
オープンキャンパス
第1回　6/16(土)※守口キャンパスのみ
第2回　7/14（土）・15（日）
第3回　8/ ４ （土）・ ５ （日）
第4回　8/25（土）
第5回　9/15（土）・16（日）
第6回　10/ 6 （土) ※枚方キャンパスのみ
第7回　 2013/3/23(土) ※守口キャンパスのみ
開催時間　10:00～16:00
開催場所　 一部の回を除き、枚方C・守口C同日開催

◆滝井高校
オープンスクール　 8/25(土) ･ 10/27(土) 

10:00～12:00
滝井フェスタ(2日 目) [文化祭] 

 9/16(日)9:30～14:30
授業見学会　 10/ 6 (土)･11/17(土） 

9:40～11:00、10:40～12:00
科・コース体験DAY　 10/20（土)13:30～15:30
個別学校見学会　 11/27(火)～12/21(金） 

※日曜日は除く　10:00～17:30 
(申し込みにより随時)

入試説明会　 12/ 8 (土)・12/16(日)10:00～12:00

◆大和田高校
オープンスクール　 9/15(土) 9:30～12:00
入試説明会　 10/28(日) ･ 11/18(日) ･ 12/ ２ (日) 

10:00～12:00

◆大和田中学
オープンスクール　  7 /21(土）10:00～
入試説明会・ プレテスト 

10/27(土)14:00～16:30 
11/25(日) ９ :30～12:00

入試直前対策会　12/ 2 （日)14:00～16:00

　

今
年
度
も
学
園
の
各
学
校
で
は
、
生

徒
や
保
護
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
教
育
の
中

身
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン

パ
ス
の
雰
囲
気
を
生
で
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
在
学
・
在
校
生
も
参
加

し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト

内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
公
式
サ
イ
ト

に
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

さあ ! 学園知るチャンス

学
科
・
入
試
・
下
宿
…
留
学
相
談 

シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
も

大
学
・
短
大

　

大
学
・
短
大
は
６
月
16
日
を
皮
切

り
に
、
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
学
科
相
談
、
入
試
相
談
、
留

学
相
談
、
下
宿
・
寮
相
談
、
ミ
ニ
講

義
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
（
無
料
）

な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
駅
か
ら
本
学
へ
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

−

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
も
運
行
す
る
予
定
な
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

滝
井
高

大
和
田
高

大
和
田
中

ク
ラ
ブ
や
特
色
あ
る

科･

コ
ー
ス
体
験
授
業

手
作
り
花
火
体
験
や

在
校
生
と
の
交
流
も

プ
レ
テ
ス
ト
の
結
果

直
接
、受
験
生
に
助
言

　

滝
井
高
校
で
は
「
滝
井
フ
ェ
ス
タ 

（

文
化
祭）

」「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
」「
授
業
見
学
会
」「
入
試
説
明
会
」

「
個
別
学
校
見
学
会
」「
科
・
コ
ー
ス

体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
な
ど
、
今
年
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
滝
井
フ
ェ
ス
タ（

文
化
祭
）」
で

は
生
徒
達
の
活
躍
を
、「
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
」
で
は
ク
ラ
ブ
体
験
や
授

業
体
験
を
、「
授
業
見
学
会
」
で
は

通
常
授
業
風
景
の
見
学
を
、「
入
試

説
明
会
」
で
は
詳
し
い
次
年
度
入
試

に
つ
い
て
説
明
を
、「
個
別
学
校
見

学
会
」
で
は
個
別
対
応
で
滝
井
高
校

の
体
験
を
、「
科
・
コ
ー
ス
体
験
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
で
は
滝
井
高
校
の
特
色
あ
る

科
・
コ
ー
ス
の
授
業
体
験
を
、
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
滝
井
高
校

の
さ
ま
ざ
ま
な
実
像
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
授
業
見
学
会
の
様
子
（
滝
井
高
校
）

　

大
和
田
高
校
の
『
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
』
は
、
今
年
も
９
月
15
日
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。
吹
奏
楽
部
の

生
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始

ま
り
、体
験
学
習
で
は
各
教
科
の「
入

試
対
策
講
座
」
や
「
ク
ラ
ブ
体
験
」、

「
手
作
り
花
火
体
験
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
在
校
生
と
交
流
し

な
が
ら
、
学
校
の
雰
囲
気
を
直
接
感

じ
て
い
た
だ
く
楽
し
い
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
『
入
試
説
明
会
』
は
、
1０
月
～
1２

月
の
日
曜
日
に
計
３
回
実
施
す
る
予

定
で
す
。
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
高

校
で
の
取
り
組
み
や
来
年
度
入
試
の

具
体
的
な
説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
い

た
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
案
内
、

ク
ラ
ブ
見
学
や
入
試
相
談
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な

高
校
で
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
受
験
校
を
決
定
し
て
い
く
た

め
の
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
な
企
画

を
考
え
て
い
ま
す
。

月
21
日
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
皮

切
り
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
し
が

目
白
押
し
で
す
。
10
月
27
日
に
第
１

回
入
試
説
明
会
・
プ
レ
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。
是
非
、
受
験
勉
強
を
重

ね
て
き
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
に
第
２
回
入
試
説
明

会
・
プ
レ
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
回
の
プ
レ
テ
ス
ト
の
結
果
は
約
１

週
間
後
の
12
月
２
日
に
テ
ス
ト
結
果

返
却
会
を
実
施
し
、
直
接
受
験
生
に

手
渡
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

ま
た
同
日
は
、
受
験
生
を
対
象
に

入
試
直
前
対
策
会
を
実
施
し
ま
す
。

プ
レ
テ
ス
ト
の
結
果
と
と
も
に
、
中

学
校
の
入
学
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
現
や
自
己
の

思
い
熱
く
語
る

 

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

滝井高
国際科

　

滝
井
高
校
で
は
、
国
際
科
３
学
年

に
よ
る
「
第
２
回 

英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
２
月
８
日
に
行
い

ま
し
た
。
生
徒
が
学
年
ご
と
に
予
選

を
行
い
、
上
位
４
人
ず
つ
で
の
決
勝

大
会
で
し
た
。

　

１
年
生
は
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン（

同

一
文
章
を
暗
唱
し
て
発
表
す
る）

で
、
題
材
は
キ
ン
グ
牧
師
の
「I 

have a D
ream

」
で
し
た
。
２
・
３

年
生
は
「M

y H
ero

」
と
い
う
テ
ー

マ
で
自
作
し
た
ス
ピ
ー
チ
で
、
自
分

の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
単
に
英
語
の
上
手
、
下

手
だ
け
の
判
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
部
で
は
「
表
情

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
を
含
め
た
表
現

力
」
を
、
ス
ピ
ー
チ
の
部
で
は
「
話

の
内
容
や
そ
の
構
成
、
そ
し
て
聞
き

手
に
訴
え
る
力
」
も
含
め
て
、
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

(

国
際
科
主
任　

C
arl A

rvidson)

大
和
田
中
で
も
全
員

参
加
の
コ
ン
テ
ス
ト

英
語
暗
唱
や
ス
ピ
ー
チ

　

大
和
田
中
学
校
で
は
毎
年
冬
に
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
、今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
暗
唱
、
２
、３
年
生
は

暗
唱
か
ス
ピ
ー
チ
の
ど
ち
ら
か
を
選

び
、
冬
休
み
明
け
に
全
員
が
希
望
す

る
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
各
ク
ラ

ス
で
予
選
を
行
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ

を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
英
語
で
文
を

作
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
人
に

伝
わ
る
よ
う
に
整
理
す
る
と
い
う
こ

と
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
ス
ピ
ー
チ
の
テ
ー
マ
は
、

夢
や
あ
こ
が
れ
、
震
災
、
平
和
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
自
分
の
経
験
を
語

り
、
そ
こ
か
ら
言
い
た
い
こ
と
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
苦
労
し
た
よ
う
で

す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
様
々
な
物
事
に
対
す

る
考
え
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(

中
学
校　

英
語
科　

辰
巳
ゆ
き
え)

３年生のスピーチの様子

◆
新
刊

国
際
大
・
短
大

○
『T

im
e S

eries 
Analysis Forecasting 
and Its Applications

』

経
営
デ
ザ
イ
ン
教

授　

石
井
康
夫　

共
編　

和
泉
出

版○
『
聖
地
再
訪　

生
駒
の
神
々
︱

変
わ
り
ゆ
く
大
都
市
近
郊
の
民
俗

宗
教
』
経
営
デ
ザ
イ
ン
教
授　

三

木　

英　

共
著　

創
元
社

○
『
中
国
人
と
日
本
人
︱
交
流
・

友
好
・
反
発
の
近
代
史
︱
』
法

律
政
策
教
授　

大
矢
吉
之　

共

訳　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

○
『
中
学
校
・
高
等
学
校
の
ダ
ン

ス
教
育 

動
く 

見
つ
け
る 

創

る
』
人
間
健
康
准
教
授　

殿
谷
成

子　

共
編
著　

晩
成
書
房

○
『
は
じ
め
て
学
ぶ
健
康
・
栄
養

系
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
10
「
調
理

学
」』
人
間
健
康
講
師　

喜
多
野

宣
子
▽
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
准
教

授　

久
木
久
美
子　

共
著　

化
学

同
人

○
『
新
・
経
営
学
の
き
ょ
う
か

書
』
国
際
コ
ミ
教
授　

宮
㟢
哲

也　

単
著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
ク
ラ
ウ
ド
＆
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
時
代
の
流
通
情
報
革
命
』

国
際
コ
ミ
教
授　

宮
㟢
哲
也　

共

著　

秀
和
シ
ス
テ
ム

○
『
卒
園
の
た
め
の
感
動
ソ
ン
グ

B
ES

T 1
8

×2
 

ア
レ
ン
ジ
』
幼

児
保
育
教
授　

植
田
光
子　

単

著　

ひ
か
り
の
く
に

○
『
児
童
家
庭
福
祉
分
析
論 

理

論
と
制
度
を
基
盤
と
し
て
』
幼
児

保
育
准
教
授　

山
下
智
佳
子　

共

著　

学
文
社

○
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
リ
テ
ラ

シ
ーO

ffice2
0

1
0

 W
ord &

 
P

ow
erP

oint

編
』
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
教
授　

前
川　

武
▽
幼
児
保

育
教
授　

山
尾
正
之
▽
非
常
勤
講

師　

花
木
泰
子
▽
情
報
シ
ス
テ
ム

室
職
員　

中
村
俊
輔　

共
著　

日

本
理
工
出
版
会

○
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
リ
テ
ラ

シ

ー 
O

ffice2
0

1
0

 Excel

編
』
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
授　

多

田
憲
孝
▽
非
常
勤
講
師　

内
藤
富

美
子
▽
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン

タ
ー
職
員　

山
本　

博　

共
著　

日
本
理
工
出
版
会

○
『
留
学
生
受
入
れ
の
手
引
き
』

国
際
交
流
課
職
員　

谷
口
勝

浩　

共
著　

か
ん
ぽ
う

  
今
年
度
の
募
集
関
係
行
事
は
、
７

名
誉
教
授
就
任

（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
付
）

大
阪
国
際
大
学

倉
田
　
三
郎

名
誉
教
授

’09
年
４
月
大
学
・

短
大
学
長
・
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
教
授
・
学
園
理
事
に
就

任
。
会
計
学
の
教
育
研
究
に
努
め
る

と
と
も
に
大
学
・
学
園
の
行
政
に
貢

献
し
た
。

世
戸
　
俊
男

名
誉
教
授

’９8
年
人
間
科
学
部

助
教
授
。’02
年
同

教
授
。 

’09
年
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
。

学
科
主
任
、
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
長

な
ど
を
歴
任
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
教
育
、
地
域
貢
献
で
功
績
を

残
し
た
。

山
本
　
勇
次

名
誉
教
授

’９3
年
政
経
学
部
教

授
。
’08
年
現
代
社

会
学
部
教
授
。副
学
長
、図
書
館
長
、

国
際
関
係
研
究
所
長
、
法
政
経
学
部

長
、
留
学
生
別
科
長
、
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長
な
ど
を
歴
任
。
中
国
・

ア
ジ
ア
方
面
の
協
定
校
を
開
拓
し
、 

“
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
”
の
具
現

化
に
貢
献
し
た
。

滝
本
　
襄

名
誉
教
授

’7５
年
短
大
英
文
科

講
師
。
’91
年
同
教

授
。
’97
年
大
学
人
間
科
学
部
教
授
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
留
学
生
別

科
長
を
歴
任
。
海
外
大
学
と
の
交
流

協
定
や
各
種
海
外
研
修
の
立
ち
上
げ

に
尽
力
し
、
英
語
教
育
、
国
際
交
流

に
貢
献
し
た
。
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採
用
活
動
の
早
期
化
と
厳
選
化
に
即
応

就職環境やや改善

23年度 大学･短大を総括 キャリアセンター

多
く
の
企
業
が
集
ま
り
、
マ
イ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催
し
た
本
学
主
催

企
業
セ
ミ
ナ
ー
（
２
月
24
日
）

　

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
23
年
度

卒
業
生
の
就
職
率
は
、
１
年
前
と
比
較
し
て
大
学
で
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
、
短
大
で
５
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
よ

り
続
い
て
い
た
低
下
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

就
職
環
境
の
良
化
・
悪
化
に
拘
わ
ら

ず
、
採
用
活
動
の
早
期
化
と
厳
選
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
履
歴
書
や
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
、
面
接
セ

ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等
の
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
心
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
面
接
セ
ミ
ナ
ー
は
、
基
本
編

と
実
践
編
２
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
、

基
本
編
で
は
マ
ナ
ー
の
徹
底
指
導
、

実
践
編
で
は
想
定
質
問
で
面
接
の
ポ

イ
ン
ト
を
習
得
さ
せ
た
結
果
、
対
応

力
が
付
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
践
力
を
つ
け
る
一
方
、

「
学
生
と
求
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
斡

旋
）」
を
テ
ー
マ
に
本
学
主
催
企
業

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
参
加
学
生
の

フ
ォ
ロ
ー
を
強
化
し
た
結
果
、
企
業

セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業
へ
の
内
定
者

は
、
大
学
生
83
人
、
短
大
生
14
人
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

23
年
度
は
、
当
初
内
定
者
が
伸
び

ず
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

１０
月
以
降
内
定
者
が
増
え
、
今
年
３

月
卒
業
の
大
学
就
職
決
定
率(
※)

は
84･

１
％
、
短
大
就
職
決
定
率
は

95･

９
％
と
な
り
昨
年
と
比
較
し
て

大
学
は
横
ば
い
、
短
大
は
大
幅
改
善

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
５
月
19
日
に
は
、
保
護
者
向

け
就
職
説
明
会
を
開
催
し
、
来
春
の

就
職
環
境
や
大
学
・
短
大
の
就
職
情

報
の
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
は
、
保
護
者
・
教
員
・
職
員
の
連

携
を
図
り
三
位
一
体
で
学
生
支
援
を

推
進
し
、
就
職
率
の
向
上
を
目
標
に

日
々
の
学
生
指
導
に
邁
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

(

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長 

窪
田 

幸
治)

（
※
）就
職
決
定
率
と
は「
就
職
者
÷
就
職
希
望
者
」を
示
す
。

企業セミナーを充実
���� 内定の伸びに訪問の成果 ����

求人紹介さらに強化

内
定
獲
得
体
験
談

　
「
出
会
い
」
を
通
じ
て
「
誰
か
の

た
め
に
」
と
い
う
人
生
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
見
つ
か
っ
た
就
職
活
動
で
し

た
。

　

就
職
活
動
を
始
め
た
３
年
次
生
の

前
期
、
自
分
が
働
く
姿
が
想
像
で
き

ず
「
や
り
た
い
仕
事
」
が
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
時
、
大
学
主
催
企
業
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
最
初
の
「
出
会
い
」

が
あ
り
ま
し
た
。
警
備
会
社
と
自

衛
隊
に
出
会
い
、
警
備
に
対
す
る
信

念
、
そ
し
て
「
国
防
へ
の
誇
り
」
や

「
人
の
た
め
に
」
普
段
か
ら
訓
練
し

自
ら
行
動
し
、
出
会
い
つ
か
め

大
阪
府
警
察

大
阪
国
際
大
学
　
現
代
社
会
学
部

法
律
政
策
学
科
’１２
年
卒

 

西
橋
　
喜
陽

背
伸
び
せ
ず
等
身
大
の
自
分
を

株
式
会
社
　
イ
デ
ア
プ
ラ
ス

大
阪
国
際
大
学
　
人
間
科
学
部

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
’１２
年
卒 

岡
田
　
晴
菜

備
え
る
姿
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
で
、

「
人
の
た
め
」「
国
の
た
め
」
に
働
き

た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
沖
縄
出
身
の
私
に
と
っ

て
、
大
学
入
学
と
と
も
に
「
大
阪
と

の
出
会
い
」
が
あ
っ
た
事
を
思
い
出

し
、「
大
阪
の
た
め
に
」
そ
の
「
安

全
を
守
る
」
仕
事
が
し
た
い
、
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
大
阪
府
警
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
そ
の
想
い
を
ぶ
つ
け
、

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
行
う
み
な

さ
ん
。自
ら
が
行
動
し
な
け
れ
ば「
出

会
い
」
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。「
出
会

い
」
の
中
か
ら
「
自
分
の
将
来
像
」

を
見
つ
け
る
た
め
に
も
積
極
的
に
企

業
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
３
年
次
生
の
秋
ご
ろ
か
ら

本
格
的
に
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た

が
、
最
初
は
自
分
が
何
を
し
た
い
の

か
、
ど
ん
な
人
物
に
な
り
た
い
の
か

正
直
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
就
職
活
動
を
通
し
て
様
々
な
世

代
の
方
と
出
会
う
中
で
、
多
く
の
考

え
方
を
知
り
ま
し
た
。
同
時
に
人
と

接
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実

感
し
、
そ
れ
を
軸
に
方
向
性
を
決
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
頃
か
ら
、
積
極
的

に
他
大
学
の
学
生
と
情
報
交
換
や
お

互
い
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
話
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
思

い
や
悩
み
を
持
っ
て
い
る
学
生
も
多

く
、
一
緒
に
受
験
す
る
学
生
は
ラ
イ

バ
ル
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
就
職
活
動
を
共
に
頑
張
る
仲
間
な

の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
背
伸
び
を
せ
ず
に
等
身
大
の
自

分
の
思
い
を
正
直
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
無
事
に
内
定
を
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
は
「
自
分
を
よ
く
知

る
こ
と
」、「
諦
め
な
い
こ
と
」
が
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
悔
し
い

思
い
や
辛
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
全
て
が

価
値
あ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

久
保
　
和
男

�

大
阪
国
際
女
子
大

学
名
誉
教
授

’１１
年
11
月
24
日
逝

去
。
’65
年
女
子
大
家
政
学
部
助
教

授
。短
期
大
学
部
長
、家
政
学
部
長
、

図
書
館
長
、
大
和
田
幼
稚
園
長
等
を

歴
任
し
、
’96
年
名
誉
教
授
。

四
谷
美
和
子　

元

大
阪
国
際
大
学
人

間
科
学
部　

教
授

４
月
30
日
逝
去
。

’73
年
女
子
大
家
政
学
部
食
物
学
科
助

手
補
。
講
師
、
助
教
授
等
を
経
て
’０3

年
国
際
大
人
間
科
学
部
人
間
健
康
科

学
科
教
授
。

教
職
員
お
く
や
み

【お詫びと訂正】
　前号７面 キャリアセンターから保護者のみな
さまへの案内の中で、各キャンパスのメールアド
レスが誤っていました。大変ご迷惑をお掛けしま
したことをお詫び申し上げます。
正しくは

◦枚方キャンパス E-mail：career-h@oiu.ac.jp
◦守口キャンパス E-mail：career-m@oiu.ac.jp

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
㈱

調
布
技
術
セ
ン
タ
ー

大
学
経
営
情
報
学
部�

経
営
情

報
学
科
’００
年
卒

�

若
狭
　
充
さ
ん

　

新
卒
で
独
立
系
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
の
会
社
に
就
職

後
、
５
年
前
に
今
の
会
社
に
転

職
し
ま
し
た
。
今
は
調
布
技
術

セ
ン
タ
ー
で
開
発
者
向
け
の
技

術
サ
ポ
ー
ト
の
仕
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
。「
サ
ポ
ー
ト
」
と

聞
く
と
、
な
ん
と
な
く
ク
レ
ー

ム
対
応
や
電
話
番
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
実
際
は
そ
う
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
、
非

常
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
「
こ
ん
な
機
能
を
実
現
し
た

い
」
と
い
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
的
な
要
素
を
も
つ
問
い
合

わ
せ
も
あ
れ
ば
、
複
数
の
条
件

を
満
た
し
た
場
合
に
ま
れ
に
問

題
が
発
生
す
る
、
と
い
っ
た
非

常
に
難
易
度
の
高
い
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
ト
も
あ
り
、
中
に
は
米

国
本
社
開
発
部
門
へ
対
応
を
要

請
し
た
後
、
解
決
ま
で
数
か
月

の
期
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
技
術
者
と

し
て
最
後
の
砦
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
高
度
な
技
術
力
、
米
国
と
や

り
取
り
す
る
た
め
の
語
学
力
、

お
客
様
に
ロ
ジ
カ
ル
に
回
答
を

説
明
で
き
る
能
力
な
ど
多
く
の

も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
の
会
社
に
採
用
さ
れ
た
の

は
３
回
目
の
挑
戦
の
時
で
し

た
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
国
立
大

学
卒
の
人
た
ち
の
中
で
、
自
分

が
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
あ
き
ら
め
な
い
熱
意
と
、

１
回
目
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
点

数
が
伸
び
て
い
る
な
ど
「
成

長
」
を
見
て
く
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
英
語
は
流
暢
な
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
日

本
人
と
だ
け
仕
事
を
す
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
何

事
も
「
目
標
な
く
し
て
達
成
な

し
」
を
胸
に
、
ま
ず
は
目
標
を

定
め
て
着
実
に
努
力
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

入
社
し
て
５
年
、
ま
だ
ま
だ

勉
強
の
日
々
で
す
。
お
客
様
に

対
し
て
も
社
内
に
お
い
て
も
、

常
に
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
る
」
こ
と
を
心
が
け
、
自

分
に
課
題
を
課
し
な
が
ら
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「目標なくして、達成なし」胸に努力

今卒業生たちは

た
。
一
人
で
仮
設
住
宅
に
こ
も
っ
て
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
だ
け
だ
と
、
大
声
で

叫
び
た
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
孤
独
に

な
っ
て
い
く
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
高
齢
者
を
中
心
に
被
災
者
の

孤
独
化
、
孤
独
死
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
な
か
、
こ
う
し
て
外
に
出
て
、
自
分

た
ち
の
姿
を
見
て
元
気
に
な
ら
れ
る

方
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
東
北
の
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
回
を
増
す
ご
と

に
強
く
な
る
と
同
時
に
、
己
の
「
無

力
感
」
も
強
く
感
じ
ま
す
。「
も
っ

と
も
っ
と
活
動
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
、
何
度
東
北
に
足
を
運

ん
で
、
精
一
杯
活
動
に
取
り
組
ん
で

も
、
帰
阪
す
る
際
に
は
や
り
き
れ
な

い
感
じ
が
残
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
思
い
切
っ
て
参

加
し
た
こ
と
で
今
後
の
人
生
の
大
き

　

今
年
３
月
に
大
学
の
被
災
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
３
回
目
の
参
加
で
し
た
。

　

主
に
瓦
礫
の
撤
去
、
分
別
作
業
や
側

溝
の
泥
出
し
、
住
宅
跡
地
の
整
地
な

ど
、
力
仕
事
中
心
の
活
動
で
し
た
が
、

住
民
の
方
が
再
び
足
を
運
ん
だ
と
き

に
、
綺
麗
に
整
地
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

「
ま
た
頑
張
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ

今
後
の
人
生
の
大
き
な
糧
に

東
日
本
大
震
災 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

く
た
め
の
活
動
と
い
え
ま
す
。

　

３
月
11
日
、
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え

た
こ
の
日
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

釜
石
市
箱
崎
町
で
、
被
災
者
の
男
性
か

ら
「
瓦
礫
の
撤
去
だ
け
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
箱
崎

の
町
に
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う

だ
け
で
、
心
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

な
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
被
災
地
の
現

状
を
知
る
こ
と
や
、
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
出
会
う
こ
と
の
で

き
な
い
方
々
と
の
出
会
い
や
、
そ
の

方
々
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
視

点
が
変
わ
り
、
別
の
感
じ
方
が
出
来

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
こ
の
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
報
道
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
自
分
自

身
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
足
を
運

び
、
現
状
を
目
に
焼
き
付
け
な
が
ら

感
じ
、
伝
え
、
学
び
、
復
興
の
手
助

け
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ

ン
学
科
３
年
次
生　

中
本　

尚
志)

時
に
は
〝
無
力
〟
感
じ
た
事
も
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卒業証書授与式
2/24（滝井高校）2/29（大和田高校）3/3（大和田中学）

滝井高校は 199 人、大和田高校は 212 人、同中学は
81 人が卒業した。

【 学 園 あ ら か る と 】

学園設置の各学校からは、印刷
物やインターネットで様々な情
報が発信されています。『学園
広報Review』では、それらの中
からいくつかをご紹介します。

　

現
代
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
、
晩
婚
化
な
ど
に
よ
り
、

血
縁
関
係
・
地
縁
関
係
が
崩
壊
し
、

家
族
や
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、
他
人

と
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
ま
ま
暮
ら

し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
現
状
を
表
現
し

た
も
の
と
し
て
「
無
縁
社
会
」
と
い

う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
発
生
い
た

し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
が
家
族
や
地
域
の
絆
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認

識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
絆
」
や
「
つ
な
が
り
」
が
見
直

さ
れ
る
今
、
是
非
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
、
そ
れ
は
「
忠

恕
」
の
精
神
で
す
。

こ
れ
は
、
孔
子
の
言
葉
で
あ
り
、「
忠

恕
」
の
「
忠
」
と
は
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
、

「
恕
」
と
は
「
思
い
や
り
」
と
同
じ

意
味
を
成
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
世
で
生
き
る
た
め
に
何
よ
り

も
大
切
な
も
の
は
「
忠
恕
」
の
精
神

で
あ
り
、
こ
の
精
神
を
実
行
し
よ
う

と
す
る
に
は
「
知
略
」（
こ
こ
で
は
才

覚
・
知
恵
・
機
知
と
い
っ
た
意
味
）
を

伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
知
略
」

だ
け
に
偏
り
、
そ
の
原
動
力
と
な
る

「
忠
恕
」
の
精
神
が
欠
け
て
し
ま
う
と
、

も
は
や
そ
の
精
神
は
成
立
せ
ず
、
そ

の
逆
も
ま
た
然
り
な
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
貴
学
園
で
掲
げ
て
お
ら

れ
ま
す
「
知
情
意
」
す
な
わ
ち
「
知

性
」「
感
情
」「
意
志
」
が
総
合
的
に

整
っ
た
人
間
づ
く
り
に
通
じ
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
こ
の
「
忠
恕
」
の

精
神
を
持
ち
、
他
人
を
思
い
や
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
昨
今
の

痛
ま
し
い
事
件
や
事
故
は
起
こ
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
社
会
人

と
し
て
旅
立
つ
準
備
を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
に
よ
り
情
報
が
氾
濫
し
て
い

る
今
、
そ
れ
ら
を
自
ら
取
捨
選
択
す

る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
、
不

確
か
な
も
の
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
己
の
主
体
性
を
確
立
し
、
物

●本誌に記載の学年、肩書き等はすべて情報収集時のもので、発行時期と異なることがあります。ご了承願います。
●卒業生の住所等の変更、送付不要のご連絡は同窓会提携会社プリンティングサービス　TEL.06（6167）1751
　E-mail：info@printing-s.jp までご連絡ください。
●卒業生以外の方の送付に関するご連絡や、本紙に関するご意見、ご感想等は学園総務課までご連絡ください。
　電子メールもご活用ください。

19
歳
の
つ
も
り
で
い
ま
す

67
歳
の
大
阪
国
際
大
人
間
科
学
部
２
年
次
生

北
村  

恒
夫
さ
ん

　
「
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
学
生　

２
０
０
歳
」。
こ
と
し
２

月
、
協
定
校
の
ト
ル
コ
・
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
へ
日
本
語
教

員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
北
村
恒
夫
さ
ん
が

現
地
の
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し
だ
。

３
週
間
、
３
人
の
女
子
学
生
と
と
も
に
ト
ル
コ
へ
行
っ
た

北
村
さ
ん
は
、
文
字
通
り
フ
ル
回
転
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
現
地
学
生
の
家
で
の
掃
除
、
洗
濯
か
ら
始
ま
り
、

日
本
語
を
教
え
る
ほ
か
、
芭
蕉
、
子
規
の
俳
句
を
紹
介
。

黒
田
節
、
安
来
節
な
ど
の
民
謡
、
茶
華
道
、
書
道
、
剣
道

な
ど
日
本
の
文
化
、
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
も
伝
え
た
。
テ
レ

ビ
に
も
出
演
し
、
北
村
さ
ん
が
人
の
３
倍
も
動
き
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
に
な
っ
た
。

　

徳
島
県
の
高
校
を
卒
業
し
た
北
村
さ
ん
は
、
住
友
銀

行
に
入
り
、
系
列
の
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
債
権
回
収
会
社
の
西
日

本
営
業
部
長
を
最
後
に
43
年
間
の
銀
行
マ
ン
の
仕
事
を

終
え
、
62
歳
で
定
年
を
迎
え
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
か
」。
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て
、
老
後
も
人
が
楽
し
め
る
場
を
つ
く
り
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
精
神
・
肉
体
・
栄
養
に
つ
い
て
学
べ
る
人

間
科
学
を
、
と
人
間
科
学
部
を
選
ん
だ
。
国
際
大
は
、

い
く
つ
か
見
学
し
た
大
学
の
中
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ご

み
一
つ
落
ち
て
い
な
い
こ
と
と
、
出
会
っ
た
人
の
10
人

中
７
、
８
人
が
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
た
こ
と
が
決
め
手

に
な
っ
た
。「
こ
の
環
境
な
ら
気
持
ち
よ
く
学
べ
る
」。

Ａ
Ｏ
入
試
で
去
年
４
月
入
学
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
知
り
合
い
の
医
師
ら
と
と
も
に
老
人

が
楽
し
め
る
憩
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。
学
ぶ
に
つ
れ
て
学
問
へ
の
意
欲
も
膨
ら
み
、

修
士
、
博
士
課
程
へ
の
進
学
も
視
野
に
入
っ
て
き
て

い
る
。

　

孫
ほ
ど
も
年
齢
差
の
あ
る
学
生
た
ち
と
机
を
並
べ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
北
村
さ
ん
は
、「
自
分
は
19
歳

の
つ
も
り
で
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
に

な
っ
た
気
持
ち
で
す
」。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
新
し
い
歌

に
も
挑
戦
し
、「
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
真
似
も
で
き
ま
す
よ
。

つ
い
て
い
け
な
い
の
は
、
走
り
く
ら
い
か
な
」。
同

学
年
の
学
生
に
は
、「
青
春
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
ほ
し
い
」。
本
や
新
聞
を
毎
日
読
み
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
の
話
を
聞
く
。
就
活
も
「
５

０
０
社
く
ら
い
回
る
気
迫
を
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

ト
ル
コ
で
、
明
る
い
色
の
シ
ャ
ツ
を
着
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
た
北
村
さ
ん
は
、
１
７
８
セ
ン
チ
、
82

キ
ロ
の
が
っ
し
り
し

た
身
体
で
、
ピ
ン
ク

の
シ
ャ
ツ
に
ス
カ
ー

フ
と
お
し
ゃ
れ
だ
。

２
つ
違
い
の
妻
厚
子

さ
ん
と
二
人
の
娘
さ

ん
は
、
大
学
で
学
ぶ

北
村
さ
ん
を
「
が
ん

ば
っ
て
」
と
家
族
ぐ

る
み
で
支
え
て
い
る

そ
う
だ
。

「
忠
恕
」の
精
神
を
持
ち

智
を
磨
き
自
分
を
磨
く

守
口
市
長

ち
ゅ
う
じ
ょ

西
端
　
勝
樹

事
を
冷
静
に
正
し
く
判
断
し
、
常
に

自
己
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
根
幹
と
な
る
も
の
が
ま
さ
に

「
教
養
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
幾
度
と
な
く

訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め
、

ま
た
、
限
り
あ
る
人
生
を
有
意
義
に

送
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
学
ぶ
姿

勢
を
忘
れ
ず
、人
の
話
を
よ
く
聞
き
、

今
眼
前
に
あ
る
も
の
に
全
力
投
球
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
、「
忠
恕
」
の
精
神
を

持
ち
、
知
を
磨
き
、
自
分
を
磨
き
、

尊
い
未
来
へ
の
可
能
性
を
無
限
に
広

げ
て
、
大
き
な
夢
と
希
望
と
と
も
に

歩
み
続
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

Review
学 園 広 報

大学案内パンフレット『GUIDE BOOK2013』
　新しい大学案内（写真右）では、冒頭、ＯＩＵで充実した学生生活を送る学生たちの

「笑顔」を誌面いっぱいに掲載。また、社会で活躍する卒業生の特集を組み、彼らが如
何に学生生活を過ごし、それが現在どのように活かせているかなどを伝える内容となっ
ています。
　一方、短大案内（写真左）では、各学科・コースでの学びの充実度や短大生活の楽し
さを表現。ページを開いて、ぜひ本学でのキャンパスライフを思い描いてください。

大学・短大

各学校の最新ニュースは公式サイトでご覧いただけます。 大阪国際学園 検索

今年も学生・生徒・園児たちが、それぞれの夢を胸に
学園から巣立って行った。

卒業証書・学位記授与式
3/14（大学枚方）3/15（大学守口）3/16（短大）

枚方キャンパスでは、ビジネス学部・現代社会学部の 1 期生
がそれぞれ 156 人・97 人卒業し、社会へ新たな一歩を踏み
出した。また、経営情報、法政経両学部で 45 人と大学院 18
人が卒業。守口キャンパスでは人間科学部 348 人、国際コミュ
ニケーション学部 149 人、短期大学部 308 人が卒業した。

写 真 館イベント
GLOBAL MIND IS THE SPIRIT OF OSAKA INTERNATIONAL EDUCATIONAL INSTITUTION

大学
短大

高校
中学

幼稚園

281人が新たなスタートを切った
滝井高校入学式（4月9日）

幼
稚
園
、中
高
校
に
６
９
０
人
入
学

　

幼
稚
園
か
ら
高
校
の
入
園
、
入
学
式
は
４
月
７
、
９
日

に
あ
り
、
幼
稚
園
65
人
、
大
和
田
中
学
校
58
人
、
同
高
校

２
８
６
人
、
滝
井
高
校
２
８
１
人
の
計
６
９
０
人
が
学
園

の
仲
間
入
り
を
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

大
和
田
中
・
高
校
は
７
日
に
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
奥
田

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
、
滝
井
高
校
は
９
日
に
同
校
体
育

館
で
開
か
れ
た
。
大
和
田
中
・
高
校
の
新
た
に
就
任
し
た

江
口
宗
茂
校
長
は
、
大
学
生
と
一
緒
に
岩
手
県
釜
石
市
の

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
が
れ
き
を
拾
っ
た
体
験
を
紹
介
し

な
が
ら
、「
結
果
が
目
に
見
え
な
く
て
も
、
努
力
を
見
て
い

る
人
は
い
る
。
み
な
さ
ん
は
、
日
々
、
努
力
を
続
け
て
く

だ
さ
い
」
と
語
り
か
け
た
。

　

滝
井
高
校
の
中
田
碩
也
校
長
は
、「
出
来
な
い
と
、
自
分

で
決
め
付
け
ず
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
。
み
な

さ
ん
に
は
大
き
な
力
が
あ
る
の
で
す
」
と
励
ま
し
た
。

　

大
和
田
幼
稚
園
の
入
園
式
は
７
日
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
５

号
館
１
階
の
大
講
義
室
で
あ
っ
た
。
饗
庭
真
祐
美
園
長
は
保

護
者
に
、
集
団
生
活
に
な

じ
め
な
い
面
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
と
前
置
き

し
「『
自
分
の
力
で
乗
り

越
え
ら
れ
る
』
と
あ
な
た

の
子
ど
も
を
信
じ
て
く
だ

さ
い
。『
あ
の
時
、
信
じ

て
よ
か
っ
た
』
と
き
っ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
保
育
に
ま
い
進
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
た
。

卒業 卒園

記念すべき第 1 回メニュー「ポッサ
ムどんぶり」（韓国）

楽しく厳しい授業を修了した生徒たちに許状が授与された

卒
業
証
書
授
与
式
で
先
輩
を
待
ち

か
ま
え
て
胴
上
げ
す
る
軽
音
楽
部

（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）

大
和
田
高
校
卒
業
生
代
表
答
辞

保育修了証書授与式（3/20）
63 人の園児たちが、保護者や教員たちにあ
たたかく見守られながら卒園した。

インターナショナルメニュー
4月～（守口）
守口キャンパス食堂では、毎週金曜日にスペ
シャル定食として、各国料理を紹介する「イ
ンターナショナルメニュー」の提供を始めた。
4/27 の第１弾は韓国料理「ポッサムどんぶり」。
以降「ガイ ･ トードどんぶり（タイ）」、「海南鶏
飯（シンガポール）」など続々と各国料理紹介メ
ニューが登場。枚方キャンパスでも実施予定。

大阪ロータリークラブ出前授業（5/17）
大阪ロータリークラブが、奉仕活動の一環として中学校で
実施している「出前授業」が、大和田高校で行われた。高校
生を対象としたのは今回が初めて。医学、国際社会、マスコ
ミなど各界の第一線で活躍されている会員16人が本校を訪
問。クラスごとにわかれ、それぞれの専門分野をテーマに貴
重な授業を行われ、生徒たちは、真剣に耳を傾けていた。

小笠原流礼法　許状
「和春傳（わしゅんのでん）」授与式（2/23）
３年間 正課の授業として小笠原流礼法を学ん
だ普通科の生徒たちに、小笠原流礼法 宗家本
部師範 芹田菱美先生より許状が授与された。

大学
短大

園
児
一
人
ひ
と
り
に

証
書
を
授
与

豊かな経験に裏打ちされた授業に、
生徒たちは聴き入った

滝井
高校

大和田
高校


